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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置が動作されるべき資源の利用状態を前記通信装置に示す方法であって：
　マルチパート資源割当てメッセージを送信し、前記マルチパート資源割当てメッセージ
は、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記通信装置に配分される前記資源
の一部を指示する第二の部分を含んでいることと；
　前記資源の配分された部分を使用して通信される信号を前記通信装置から受信すること
、および前記資源の割当てられた部分を使用して通信される信号を前記通信装置へと送信
することの少なくとも一つを実行すること
を含んでなる方法であって、
　前記第一の部分は第一のビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前
記第二の部分は前記通信装置に配分される資源の小部分を指示し、
　前記資源は一組の非重なり小部分を含んでおり、
　前記第二の部分はビットマスクであり、また前記第二のビット数は前記組における非重
なり小部分の数に等しい方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記割当てられる資源がアップリンク通信資源を含む
方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記割当てられる資源が周波数資源である方法。
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【請求項４】
　請求項２に記載の方法であって、前記割当てられる資源は単一のトーンであり、前記指
示される部分は、前記トーンが前記通信装置に配分される一連の時間帯を指示する方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、前記第二のビット数が３である方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記ビットマスクにおける各ビットの値が、前記組に
おける一つの非重なり小部分の割当てまたは非割当てを示す方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、前記ビットマスクにおける全てのビットが、対応する
非重なり小部分の割当てを示し、前記通信装置は完全な割当てられた資源を配分される方
法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、前記完全な割当てられた資源は、前記組における非重
なり小部分の各々を含み、また前記配分された資源の残りの部分は前記非重なり小部分の
何れにも含められない方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法であって、前記非重なり部分は同じサイズである方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法であって、前記配分された資源は、前記通信装置によって送信さ
れる制御情報レポートを通信するための専用である方法。
【請求項１１】
　請求項２に記載の方法であって、前記割当てられる資源が更にダウンリンク通信資源を
含む方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって：更に、
　前記ダウンリンク通信資源の配分された部分を使用して前記通信装置を制御するために
使用される制御命令を送信すること
を含んでなる方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、前記制御命令は再帰ベースで送信される電力制御命
令である方法。
【請求項１４】
　基地局であって：
　マルチパート資源割当てメッセージを発生させるためのマルチパート資源割当てメッセ
ージ発生モジュールであって、前記マルチパート資源割当てメッセージは、割当てられる
資源を同定する第一の部分、および前記マルチパート資源割当てメッセージが向けられる
通信装置に配分される前記資源部分を指示する第二の部分を含むモジュールと；
　前記発生されたマルチパート資源割当てメッセージを送信するための送信機
とを含んでなる基地局であって、
　前記マルチパート資源割当てメッセージの第二の部分はビットマスクであり、
　前記ビットマスクの各ビットを、アップリンク専用制御チャンネルセグメントと関連付
ける保存された情報をさらに含んでなる基地局。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の基地局であって：更に、
　前記通信装置から、前記資源の配分された部分を使用して通信された信号を受信するた
めの受信機と；
　前記通信装置から前記資源の配分された部分を使用して通信された受信された信号から
、制御情報レポートを復旧するための信号復旧モジュール
を含んでなる基地局。
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【請求項１６】
　請求項１５に記載の基地局であって：更に、
　マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分において通信されるべき予め定められ
た一組のビットパターンの各々を、異なるアップリンク専用制御チャンネルトーンに関連
付ける保存された情報を含んでなる基地局。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の基地局であって、単一のアップリンク専用制御チャンネルトーンに
ついて、前記ビットマスクの各ビットは専用制御チャンネルセグメントの異なる予め定め
られた組と関連付けられ、前記専用制御チャンネルセグメントの異なる予め定められた組
は非重なりである基地局。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の基地局であって、前記割当てられる資源はアップリンクおよびダウ
ンリンクの両方の通信資源を含んでいる基地局。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の基地局であって：更に、
　マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分において通信されるべき予め定められ
た一組のビットパターンの各々を、異なる一組のダウンリンク専用制御チャンネルセグメ
ントに関連付ける保存された情報と；
　マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分において通信されるべき予め定められ
た一組のビットパターンの各々について、マルチパート資源割当てメッセージの第二の部
分において通信されるビットマスクの各ビットを、前記第一の部分に関連付けられた前記
一組のダウンリンク制御チャンネルの副組と関連付ける保存された情報と；
　前記ダウンリンク通信資源の配分された部分を使用して前記通信装置へ送信するために
、制御情報を発生するための無線端末コマンド制御モジュール
を含んでなる基地局。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の基地局であって、前記無線端末コマンド制御モジュールは、無線端
末送信電力制御モジュールである基地局。
【請求項２１】
　請求項１５に記載の基地局であって、前記マルチパート資源割当てメッセージの第二の
部分のパターンは、オン状態動作の複数の異なるレベルの一つを示し、そこにおいてトラ
ヒックチャンネルセグメントが無線端末に割当てられてよい基地局。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の基地局であって、前記第二の部分がオン状態動作の第一のレベルを
指示するときは、前記第二の部分がオン状態のもう一つのレベルを示す場合よりも、より
大きな数のトラヒックチャンネルセグメントが前記通信装置への潜在的な割当てのために
利用可能である基地局。
【請求項２３】
　基地局において：
　マルチパート資源割当てメッセージを発生するための手段であって、前記マルチパート
資源割当てメッセージは、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記マルチパ
ート資源割当てメッセージが向けられる通信装置に配分される前記資源の部分を指示する
第二の部分を含む手段と；
　前記発生されたマルチパート資源割当てメッセージを送信するための手段
を含んでなる基地局。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の基地局であって：更に、
　前記通信装置から、前記資源の配分された部分を使用して通信された信号を受信するた
めの手段と；
　前記通信装置から前記資源の配分された部分を使用して通信された受信された信号から
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、制御情報レポートを復旧するための信号復旧モジュール
を含んでなる基地局であって、
　前記マルチパート資源割当てメッセージの第二の部分がビットマスクであり、
　前記ビットマスクの各ビットをアップリンク専用制御チャンネルセグメントに関連付け
る保存された情報をさらに含んでなる基地局。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の基地局であって：更に、
　マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分において通信されるべき予め定められ
た一組のビットパターンの各々を、異なるアップリンク専用制御チャンネルトーンに関連
付ける保存された情報を含んでなる基地局。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の基地局であって、単一のアップリンク専用制御チャンネルトーンに
ついて、前記ビットマスクの各ビットは、異なる予め定められた一組の専用制御チャンネ
ルセグメントと関連付けられ、前記異なる予め定められた組の専用制御チャンネルセグメ
ントは非重なりである基地局。
【請求項２７】
　請求項２４に記載の基地局であって、前記割当てられる資源はアップリンクおよびダウ
ンリンクの両方の通信資源を含む基地局。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の基地局であって：更に、
　マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分において通信されるべき予め定められ
た一組のビットパターンの各々を、異なる一組のダウンリンク制御チャンネルセグメント
に関連付ける保存された情報と；
　マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分において通信されるべき予め定められ
た一組のビットパターンの各々について、マルチパート資源割当てメッセージの第二の部
分において通信されるビットマスクの各ビットを、前記第一の部分に関連付けられた前記
一組のダウンリンク制御チャンネルの副組と関連付ける保存された情報と；
　前記ダウンリンク通信資源の配分された部分を使用して前記通信装置へ送信されるべき
制御命令を発生するための制御命令発生手段
を含んでなる基地局。
【請求項２９】
　請求項２８に記載の基地局であって、前記制御命令を発生させるための手段が、無線端
末送信電力レベル制御コマンドを発生させるための手段を含む基地局。
【請求項３０】
　請求項２４に記載の基地局であって、前記マルチパート資源割当てメッセージの第二の
部分のパターンは、そこでトラヒックチャンネルセグメントが無線端末に割当てられてよ
い複数の異なるレベルのオン状態動作の一つを指示する基地局。
【請求項３１】
　請求項３０に記載の基地局であって、前記第二の部分がオン状態動作の第一のレベルを
指示するときは、前記第二の部分がオン状態のもう一つのレベルを示す場合よりも、より
大きな数のトラヒックチャンネルセグメントが前記通信装置への潜在的な割当てのために
利用可能である基地局。
【請求項３２】
　基地局を制御して方法を実施するために機械が実施可能な命令を実現するコンピュータ
読取り可能な媒体であって：前記方法は、
　マルチパート資源割当てメッセージを送信し、前記マルチパート資源割当てメッセージ
は、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記通信装置に配分される前記資源
の一部を指示する第二の部分を含んでいることと；
　前記資源の前記配分された部分を使用して通信される信号を前記通信装置から受信する
こと、および前記資源の割当てられた部分を使用して通信される信号を前記通信装置へと



(5) JP 4955765 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

送信することの少なくとも一つを実行すること
を含んでなる媒体であって、
　前記第一の部分は第一のビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前
記第二の部分は前記通信装置に配分される資源の小部分を指示し、
　前記資源は一組の非重なり小部分を含んでおり、
　前記第二の部分はビットマスクであり、また前記第二のビット数は前記組における非重
なり小部分の数に等しい媒体。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記割当てられる資源が
アップリンク通信資源を含む媒体。
【請求項３４】
　請求項３３に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記割当てられる資源が
周波数資源である媒体。
【請求項３５】
　請求項３３に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記割当てられる資源は
単一のトーンであり、前記指示される部分は、前記トーンが前記通信装置に配分される一
連の時間帯を指示する媒体。
【請求項３６】
　通信システムにおいて動作可能な装置であって：前記装置はプロセッサを含んでなり、
前記プロセッサは、
　マルチパート資源割当てメッセージを送信し、前記マルチパート資源割当てメッセージ
は、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記通信装置に配分される前記資源
の一部を指示する第二の部分を含んでおり；また
　前記資源の配分された部分を使用して通信される信号を前記通信装置から受信すること
、および前記資源の配分された部分を使用して通信される信号を前記通信装置へと送信す
ることの少なくとも一つを実行するように構成される装置であって、
　前記第一の部分は第一のビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前
記第二の部分は前記通信装置に配分される資源の小部分を指示し、
　前記資源は一組の非重なり小部分を含んでおり、
　前記第二の部分はビットマスクであり、また前記第二のビット数は前記組における非重
なり小部分の数に等しい装置。
【請求項３７】
　請求項３６に記載の装置であって、前記割当てられる資源がアップリンク通信資源を含
む装置。
【請求項３８】
　請求項３７に記載の装置であって、前記割当てられる資源が周波数資源である装置。
【請求項３９】
　通信装置が動作される資源利用状態を決定するために無線端末を動作させる方法であっ
て：
　マルチパート資源割当てメッセージを受信し、前記マルチパート資源割当てメッセージ
は、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記無線端末に配分される前記資源
の一部を指示する第二の部分を含んでいることと；
　前記資源の配分された部分を使用して通信される信号を送信すること、および前記資源
の割当てられた部分を使用して通信される信号を受信することの少なくとも一つを実行す
ること
を含んでなる方法であって、
　前記第一の部分は第一のビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前
記第二の部分は前記無線端末に配分される資源の小部分を指示し、
　前記資源は一組の非重なり小部分を含んでおり、
　前記第二の部分はビットマスクであり、また前記第二のビット数は前記組における非重
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なり小部分の数に等しい方法。
【請求項４０】
　請求項３９に記載の方法であって、前記割当てられる資源がアップリンク通信資源を含
む方法。
【請求項４１】
　請求項４０に記載の方法であって、前記割当てられる資源が周波数資源である方法。
【請求項４２】
　請求項４０に記載の方法であって、前記割当てられる資源は単一のトーンであり、前記
指示される部分は、前記トーンが前記無線端末に配分される一連の時間帯を指示する方法
。
【請求項４３】
　請求項３９に記載の方法であって、前記第二のビット数が３である方法。
【請求項４４】
　請求項３９に記載の方法であって、前記ビットマスクにおける各ビットの値が、前記組
における一つの非重なり小部分の割当てまたは非割当てを示す方法。
【請求項４５】
　請求項３９に記載の方法であって、前記ビットマスクにおける全てのビットが、対応す
る非重なり小部分の割当てを示し、前記無線端末は完全な割当てられた資源を配分される
方法。
【請求項４６】
　請求項４５に記載の方法であって、前記完全な割当てられた資源は、前記組における非
重なり小部分の各々を含み、また前記配分された資源の残りの部分は前記非重なり小部分
の何れにも含められない方法。
【請求項４７】
　請求項３９に記載の方法であって、前記非重なり部分は同じサイズである方法。
【請求項４８】
　請求項３９に記載の方法であって、前記配分された資源は、前記無線端末によって送信
される制御情報レポートを通信するための専用である方法。
【請求項４９】
　請求項４０に記載の方法であって、前記割当てられる資源が更にダウンリンク通信資源
を含む方法。
【請求項５０】
　請求項４９に記載の方法であって：更に、
　前記ダウンリンク通信資源の配分された部分を使用して前記無線端末を制御するために
使用される制御命令を受信すること
を含んでなる方法。
【請求項５１】
　請求項５０に記載の方法であって、前記制御命令は再帰ベースで送信される電力制御命
令である方法。
【請求項５２】
　無線端末において：
　マルチパート資源割当てメッセージを受信する受信機であって、前記マルチパート資源
割当てメッセージは割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記無線端末に配分
される前記資源部分を指示する第二の部分を含む受信機と；
　前記割当てられた資源および前記割当てられた資源の配分された部分を、前記マルチパ
ート資源割当てメッセージにおいて通信される情報の関数として決定するための資源配分
決定モジュール
を含んでなる無線端末であって、
　前記第二の部分がビットマスクであり、
　前記ビットマスクが第一の予め定められたパターンに等しいときに、前記無線端末は前
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記完全に割当てられた資源を配分される無線端末。
【請求項５３】
　請求項５２に記載の無線端末であって、前記資源の前記配分された部分は配分されたア
ップリンク通信資源を含み、前記無線端末は更に、
　前記資源の前記配分された部分を使用して信号を送信するための送信機を含んでなる無
線端末。
【請求項５４】
　請求項５３に記載の無線端末であって、前記配分されたアップリンク通信資源が、複数
の専用制御チャンネルセグメントを含む無線端末。
【請求項５５】
　請求項５４に記載の無線端末であって、前記資源の前記配分された部分は配分されたダ
ウンリンク通信資源を含み、前記無線端末は更に、
　前記配分されたダウンリンク通信資源を介して通信された前記無線端末に向けられた電
力制御コマンドを処理する、無線端末送信電力制御モジュールを含んでなる無線端末。
【請求項５６】
　請求項５２に記載の無線端末であって、前記ビットマスクの各ビットの値が、前記割当
てられた資源の非重なり部分の配分またはその配分がないことを意味する無線端末。
【請求項５７】
　請求項５６に記載の無線端末であって：更に、
　マルチパート割当てメッセージの第一の部分のために可能な一組の予め定められたビッ
トパターンの各々を、異なる専用制御チャンネルアップリンクトーンに関連付ける保存さ
れた情報を含んでなる無線端末。
【請求項５８】
　請求項５７に記載の無線端末であって：更に、
　各々の異なる専用制御チャンネルアプリンクトーンについて、対応する組の非重なり専
用制御チャンネルセグメントを関連付ける保存された情報を含んでなる無線端末。
【請求項５９】
　請求項５６に記載の無線端末であって：更に、
　前記マスクのための複数の可能な予め定められたビットパターンからの単一の予め定め
られたビットパターンを、第一のコマンドされたモードの無線端末オン状態動作と関連付
け；また
　前記マスクのための前記複数の可能な予め定められたビットパターンからの第一の複数
の予め定められたビットパターンを、第二のコマンドされたモードの無線端末オン状態動
作と関連付ける保存された情報を含んでなり、
　ここでの前記無線端末は、オン状態動作の両方のモードにおけるトラヒックチャンネル
セグメントの割当てのための候補であり、またここでの前記無線端末は、前記第一のモー
ドのオン状態動作におけるよりも前記第二のコマンドされたモードのオン状態動作におい
て、より高い数のトラヒックチャンネルセグメントが割当てられることから排除される無
線端末。
【請求項６０】
　無線端末において：
　マルチパート資源割当てメッセージを受信するための手段であって、前記マルチパート
資源割当てメッセージは割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記無線端末に
配分される前記資源部分を指示する第二の部分を含む手段と；
　前記割当てられた資源および前記割当てられた資源の前記配分された部分を、前記マル
チパート資源割当てメッセージにおいて通信される情報の関数として決定するための手段
を含んでなる無線端末であって、
　前記第二の部分がビットマスクである無線端末。
　前記ビットマスクが第一の予め定められたパターンに等しいときに、前記無線端末は前
記完全に割当てられた資源を配分される無線端末。
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【請求項６１】
　請求項６０に記載の無線端末であって、前記資源の前記配分された部分は配分されたア
ップリンク通信資源を含み、前記無線端末は更に、
　前記資源の前記配分された部分を使用して信号を送信するための手段を含んでなる無線
端末。
【請求項６２】
　請求項６１に記載の無線端末であって、前記配分されたアップリンク通信資源が、複数
の専用制御チャンネルセグメントを含む無線端末。
【請求項６３】
　請求項６２に記載の無線端末であって、前記資源の前記配分された部分は配分されたダ
ウンリンク通信資源を含み、前記無線端末は更に、
　前記配分されたダウンリンク通信資源を介して通信された前記無線端末に向けられた電
力制御コマンドを処理するための手段を含んでなる無線端末。
【請求項６４】
　請求項６０に記載の無線端末であって、前記ビットマスクの各ビットの値が、前記割当
てられた資源の非重なり部分の配分またはその配分がないことを意味する無線端末。
【請求項６５】
　請求項６４に記載の無線端末であって：更に、
　マルチパート割当てメッセージの第一の部分のために可能な一組の予め定められたビッ
トパターンの各々を、異なる専用制御チャンネルアップリンクトーンに関連付ける保存さ
れた情報を含んでなる無線端末。
【請求項６６】
　請求項６５に記載の無線端末であって：更に、
　各々の異なる専用制御チャンネルアプリンクトーンについて、対応する組の非重なり専
用制御チャンネルセグメントを関連付ける保存された情報を含んでなる無線端末。
【請求項６７】
　請求項６４に記載の無線端末であって：更に、
　前記マスクのための複数の可能な予め定められたビットパターンからの単一の予め定め
られたビットパターンを、第一のコマンドされたモードの無線端末オン状態動作と関連付
け；また
　前記マスクのための前記複数の可能な予め定められたビットパターンからの第一の複数
の予め定められたビットパターンを、第二のコマンドされたモードの無線端末オン状態動
作と関連付ける保存された情報を含んでなり、
　ここでの前記無線端末は、オン状態動作の両方のモードにおけるトラヒックチャンネル
セグメントの割当てのための候補であり、またここでの前記無線端末は、前記第一のモー
ドのオン状態動作におけるよりも前記第二のコマンドされたオードのオン状態動作におい
て、より高い数のトラヒックチャンネルセグメントが割当てられることから排除される無
線端末。
【請求項６８】
　無線端末を制御して方法を実施するために機械が実施可能な命令を実現するコンピュー
タ読取り可能な媒体であって：前記方法は、
　マルチパート資源割当てメッセージを受信し、前記マルチパート資源割当てメッセージ
は、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記無線端末に配分される前記資源
の一部を指示する第二の部分を含んでいることと；
　前記資源の前記配分された部分を使用して信号を送信すること、および前記資源の前記
割当てられた部分を使用して通信される信号を受信することの少なくとも一つを実行する
こと
を含んでなる方法であって、
　前記第一の部分は第一のビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前
記第二の部分は前記無線端末に配分される資源の小部分を指示し、
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　前記資源は一組の非重なり小部分を含んでおり、
　前記第二の部分はビットマスクであり、また前記第二のビット数は前記組における非重
なり小部分の数に等しい媒体。
【請求項６９】
　請求項６８に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記割当てられる資源が
アップリンク通信資源を含む媒体。
【請求項７０】
　請求項６９に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記割当てられる資源が
周波数資源である媒体。
【請求項７１】
　請求項６９に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記割当てられる資源は
単一のトーンであり、前記指示される部分は、前記トーンが前記通信装置に配分される一
連の時間帯を指示する媒体。
【請求項７２】
　請求項６８に記載のコンピュータ読取り可能な媒体であって、前記第一の部分は第一の
ビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前記第二の部分は前記無線端
末に配分される資源の小部分を指示する媒体。
【請求項７３】
　通信システムにおいて動作可能な装置であって：前記装置はプロセッサを含んでなり、
前記プロセッサは、
　マルチパート資源割当てメッセージを受信し、前記マルチパート資源割当てメッセージ
は、割当てられる資源を同定する第一の部分、および前記無線端末に配分される前記資源
の一部を指示する第二の部分を含んでおり；また
　前記資源の配分された部分を使用して信号を送信すること、および前記資源の配分され
た部分を使用して通信される信号を受信することの少なくとも一つを実行するように構成
される装置であって、
　前記第一の部分は第一のビット数を含み、前記第二の部分は第二のビット数を含み、前
記第二の部分は前記通信装置に配分される資源の小部分を指示し、
　前記資源は一組の非重なり小部分を含んでおり、
　前記第二の部分はビットマスクであり、また前記第二のビット数は前記組における非重
なり小部分の数に等しい。
【請求項７４】
　請求項７３に記載の装置であって、前記割当てられる資源がアップリンク通信資源を含
む装置。
【請求項７５】
　請求項７４に記載の装置であって、前記割当てられる資源が周波数資源である装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、マルチユーザ通信システムに関し、更に特定すれば、無線通信システムにお
ける資源配分に関する方法および装置に関する。
【関連技術の説明】
【０００２】
　無線通信システムの人気が増大し、提供されるデータ通信サービスのタイプの多様性が
増大しているので、そのセルのための所定の基地局に配分された制限された利用可能なエ
アリンク資源、例えば周波数スペクトルについて、益々増大する要求が存在している。加
えて、ユーザ数および資源に対するユーザの需要は、需要における予期されたおよび予期
されないピークを生じ得る時間およびイベントの関数として変化する可能性がある。一つ
のセル内に共存する多数の活動中のユーザは、制御信号伝達目的のためにエアリンク資源
の大きな部分を費やさないのに、アップリンクおよび／またはダウンリンクのユーザデー
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タを適時に通信するユーザの必要性を満たすために困難な問題を生じる。割当てのような
制御信号伝達目的のために利用される資源は、ユーザデータを通信するために利用可能な
資源の量を減少させる。資源の効率的使用を複雑化するのは、典型的には、異なる資源需
要および要求を有し得る種々の異なるタイプのユーザおよび／アプリケーションが存在す
るという事実である。
【０００３】
　制御資源を配分する一つの方法は、基地局については、特定の制御資源を均一な部分に
分割すること、無線端末については、それが個々のメッセージまたはレポートを通信する
必要があるときに資源要求を送信すること、および基地局については、利用可能であれば
、当該無線端末へと資源部分の一つを個別に割当てることである。次いで、無線端末は、
この割当てられた資源部分上で制御メッセージまたはレポートを送信する。このアプロー
チは、重要なオーバーヘッド信号伝達を含んでいる。もう一つの選択肢は、共有の制御チ
ャンネル資源を組込むことである。無線端末は、必要に応じ共有された資源を使用して、
無線端末識別情報を含む制御メッセージを送信する；しかし、同時に同じ資源を使用しよ
うとしている他の無線端末との衝突が生じて、通信の失敗および再送信の必要性を生じる
可能性がある。幾つかのこのようなアプローチでは、通信を改善するために受信通知の情
報伝達も使用されるが、これもまたオーバーヘッドを加重する。もう一つのアプローチは
、各無線端末について固定量の制御チャンネル資源を、オン状態で同時に動作させるため
に取っておく；しかし、このアプローチは異なる無線端末タイプが異なる資源ニーズを有
するかも知れず、および／または同じ無線端末が異なるチャンネル条件、使用されるアプ
リケーション、電力利用可能性等に起因して、異なる時点では異なる資源ニーズを有する
かもしれないので、非効率をもたらす可能性がある。
【０００４】
　既知の資源配分方法は、幾つかのアプリケーションに付いては充分であり得るが、新し
く且つ改善された方法および装置が資源配分のために利用可能であれば有益であろう。少
なくとも幾つかの新しい方法および装置が効率的に多くのユーザをサポートでき、異なる
タイプのユーザ／アプリケーション／現在のニーズを適合させることにおいて融通性を提
供し、および／または他の技術に比較して制御信号オーバーヘッドを制限するのであれば
望ましいであろう。資源配分を効率的に通信し、および／または複数の異なるレベルのオ
ン状態動作をサポートする方法および装置は有益であろう。
【発明の概要】
【０００５】
　種々の実施形態が、資源、例えばアップリンクおよび／またはダウンリンク制御チャン
ネルエアリンク資源の融通性のある配分、および／または斯かる資源の配分の効率的な通
信のための方法および装置に向けられる。必ずしも全てではないが幾つかは、複数の異な
るレベルの無線端末オン状態動作をサポートし、このオン状態動作において異なる量の制
御チャンネル資源が割当てられ、更に異なるレベルのオン状態動作の各々は、少なくとも
幾つかのトラヒックチャンネルセグメントの無線端末への割当てのための機会をサポート
する。
【０００６】
　種々の実施形態に従って基地局を動作させる方法の一例は、以下を含んでいる：マルチ
パート資源割当てメッセージを送信し、該メッセージは、割当てられる資源を同定する第
一の部分、および前記通信装置に配分される資源部分を指示する第２の部分を含んでいる
ことと；前記資源の配分された部分を使用して通信される信号を前記通信装置から受信す
ること、および前記資源の割当てられた部分を使用して通信される信号を前記通信装置へ
と送信することの少なくとも一つを実行すること。一つの例示的実施形態において、マル
チパート資源割当てメッセージは、基地局割当ての無線端末オン状態識別子および対応す
るオン状態マスクを含む状態送信メッセージである。種々の実施形態に従う例示的な基地
局は、マルチパート資源割当てメッセージを発生させるためのマルチパート資源割当てメ
ッセージ発生モジュールであって、前記マルチパート資源割当てメッセージは、割当てら
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れる資源を同定する第一の部分、および前記マルチパート資源割当てメッセージが向けら
れる通信装置に配分される前記資源部分を指示する第二の部分を含むモジュールと；前記
発生されたマルチパート資源割当てメッセージを送信するための送信機とを含んでいる。
【０００７】
　種々の実施形態に従って無線端末を動作させる方法は、以下を含んでいる：即ち、マル
チパート資源割当てメッセージを受信し、前記メッセージは割当てられる資源を同定する
第一の部分、および前記無線端末に配分される前記資源部分を指示する第二の部分を含む
ことと；前記資源の配分された部分を使用して信号を送信することおよび前記資源の配分
された部分を使用して通信された信号を受信することの少なくとも一方を実行することで
ある。種々の実施形態に従う例示的無線端末は、以下を含んでいる：即ち、マルチパート
資源割当てメッセージを受信する受信機であって、前記メッセージは割当てられる資源を
同定する第一の部分、および前記無線端末に配分される前記資源部分を指示する第二の部
分を含む受信機と；前記割当てられた資源および前記割当てられた資源の配分された部分
を、前記マルチパート資源割当てメッセージにおいて通信される情報の関数として決定す
るための資源配分決定モジュールである。
【０００８】
　種々の実施形態が、充分に定義されたセグメントを含んだ再帰チャンネル構造を利用す
る通信システムに良く適している。種々の実施形態は、オーバーヘッド制御信号伝達を最
小化するため、例えば、制御セグメントにおいて通信されている制御信号情報ビットを用
いて、無線端末識別子フィールドを含める必要性をなくすために特に有用である。例えば
、一つの例示的実施形態においては、一組のアップリンク専用制御チャンネルセグメント
およびダウンリンク電力制御セグメントを無線端末に配分して、単一の状態遷移メッセー
ジによって再帰ベースで反復して使用することができ、また前記無線端末は、取消しまた
は異なる動作状態への遷移まで、これらの配分された資源を利用し続けることができる。
種々の実施形態は、制御チャンネル資源の弾力的な分割を容易にする特徴を含んでいる。
【０００９】
　幾つかの実施形態において、無線通信システムは複数の異なるレベルのＷＴ・ＯＮ状態
動作をサポートし、異なるレベルの無線ＯＮ状態動作は異なる量の資源利用可能性をサポ
ートする。資源は、例えば、無線端末への割当てに利用可能なアップリンク専用制御チャ
ンネルセグメント、ダウンリンク電力制御セグメント、およびトラヒックチャンネルセグ
メントを含んでいる。例示モードのオン状態動作には、例えば、フルトーンフォーマット
専用制御チャンネルモードの動作、１／３分割トーンフォーマット専用制御チャンネルモ
ードの動作、および幾つかの実施形態では２／３分割トーンフォーマットモードの動作が
含まれる。
【００１０】
　基地局は、資源を配分するに際して、基地局に割当てられた無線端末識別子、例えば５
ビットのフィールドにおいて通信される１～３１の範囲の値を暫定的に無線端末に割当て
る。基地局はまた、無線端末に一時的にオン状態マスクを割当てる。例えば、該オン状態
マスクは３ビット幅であり、ビットパターンは１１１、００１、０１０、１００、１１０
、０１１、１０１のうちの一つである。ビットパターン＝１１１はフルトーンフォーマッ
トを意味し、最高レベルの資源を表す；ビットパターン１１０または１０１または０１１
は、２／３分割トーンフォーマットを意味し、中間レベルの資源を表す；００１または０
１０または０１１のビットパターンは１／３分割トーンフォーマットを意味し、最低レベ
ルの資源を表す。通信されたマスクにおけるセットビット位置は、再帰頻度／タイミング
構造内の特定の資源に関連している。基地局に割当てられた無線端末識別子および対応す
るマスクは、状態遷移割当てメッセージにおいて通信される。基地局は、異なる無線端末
が同じ専用制御チャンネル資源を同時に使用するように配分されないように、資源配分を
管理する。
【００１１】
　上記の概要において種々の実施形態を述べたが、全ての実施形態が必ずしも同じ特徴を
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含む必要はなく、また上記で述べた特徴の幾つかは必要ではないが、幾つかの実施形態で
は望ましい可能性がある。多くの追加の特徴、実施形態、および種々の実施形態の利益に
ついては、以下の詳細な説明において述べる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、種々の実施形態に従って実施される例示的通信システムの図である。
【図２】図２は、種々の実施形態に従って実施される例示的な基地局、例えばアクセスノ
ードの図である。
【図３】図３は、種々の実施形態に従って実施される例示的な無線端末、例えばモバイル
ノードの図である。
【図４】図４は、例示的基地局、例示的無線端末、例示的状態遷移メッセージ信号伝達、
および種々のモードの無線端末動作に関する情報を図示した図である。
【図５】図５は、例示的実施形態における例示的再帰アップリンクチャンネル構造および
例示的再帰ダウンリンクチャンネル構造の図である。
【図６】図６は、再帰構造の例示的専用制御チャンネルセグメントを示す図である。
【図７】図７は、例示的ダウンリンク再帰チャンネル構造における例示的電力制御セグメ
ントのブロックを示す図である。
【図８】図８は、例示的ダウンリンクトラヒックチャンネル構造を含む図である。
【図９】図９は、例示的アップリンクトラヒックチャンネル構造を含む図である。
【図１０】図１０は、基地局に割当てられた無線端末識別子および対応するマスクを複数
の無線端末へ運ぶ、例示的な状態遷移メッセージ信号伝達を示す図である。
【図１１】図１１は、図１０の例示的状態遷移メッセージ信号伝達に従ってＷＴｓに配分
された、専用制御チャンネル資源を同定する図である。
【図１２】図１２は、図１０の例示的状態遷移メッセージ信号伝達に従ってＷＴｓに配分
された、ダウンリンク電力制御チャンネル資源を同定する図である。
【図１３】図１３は、アップリングトラヒックチャンネルセグメントに対応する例示的な
割当ておよび割当て情報信号伝達を示す図である。
【図１４】図１４は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントに対応する例示的な
割当ておよび割当て情報信号伝達を示す図である。
【図１５】図１５は、図１０の例示的な無線端末状態繊維メッセージおよび図１３および
図１４の例示的なトラヒックチャンネル割当てを考慮した、基地局および無線端末の間の
例示的な信号伝達を示す図である。
【図１６】図１６は、種々の実施形態に従って基地局を動作させる例示的方法のフローチ
ャートを示す図である。
【図１７】図１７は、種々の実施形態に従って無線端末を動作させる例示的方法のフロー
チャートを示す図である。
【図１８】図１８Ａ、図１８Ｂおよび図１８Ｃの組合せを含んでなる図１８は、種々の実
施形態に従って基地局を動作させる例示的方法のフローチャートを示す図である。
【図１８Ａ】図１８Ａ、図１８Ｂおよび図１８Ｃの組合せを含んでなる図１８は、種々の
実施形態に従って基地局を動作させる例示的方法のフローチャートを示す図である。
【図１８Ｂ】図１８Ａ、図１８Ｂおよび図１８Ｃの組合せを含んでなる図１８は、種々の
実施形態に従って基地局を動作させる例示的方法のフローチャートを示す図である。
【図１８Ｃ】図１８Ａ、図１８Ｂおよび図１８Ｃの組合せを含んでなる図１８は、種々の
実施形態に従って基地局を動作させる例示的方法のフローチャートを示す図である。
【図１９】図１９Ａおよび図１９Ｂの組合せを含んでなる図１９は、種々の実施形態に従
った例示的フローチャートの図である。
【図１９Ａ】図１９Ａおよび図１９Ｂの組合せを含んでなる図１９は、種々の実施形態に
従った例示的フローチャートの図である。
【図１９Ｂ】図１９Ａおよび図１９Ｂの組合せを含んでなる図１９は、種々の実施形態に
従った例示的フローチャートの図である。
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【図２０】図２０は、再帰構造の例示的な専用制御チャンネルセグメントを示す図である
。
【詳細な説明】
【００１３】
　図１は、種々の実施形態に従う例示的無線通信システム１００の図である。例示的無線
通信システム１００は、例えば、トーンホッピングを含むスペクトラム拡散ＯＦＤＭ無線
通信システムのような、例示的マルチアクセス直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）無線通
信システムである。例示的無線通信システム１００は、複数の基地局（基地局１：１０２
、…、基地局Ｍ：１０４）を含んでおり、該基地局（１０２，１０４）は、それぞれ対応
する無線通信範囲（セル１：１０６、セルＭ：１０８）を有している。システム１００は
また、それぞれネットワークリンク（１１２，１１４）を介して基地局（ＢＳ１：１０２
、ＢＳＭ：１０４）に結合されたネットワークノード１１０を含んでいる。ネットワーク
ノード１１０、例えばルータは、ネットワークリンク１１６を介して他のネットワークノ
ード、例えば他の基地局、ルータ、ＡＡＡノード、ホームエージェントノードなど、およ
び／またはインターネットに結合される。ネットワークリンク（１１２，１１４，１１６
）は、例えば光ファイバーリンク、ワイヤケーブルリンク、および／またはマイクロ波の
ような無線リンクであってよい。
【００１４】
　システム１００はまた、複数の無線端末、例えばモバイルノードを含んでいる。該モバ
イルノードは、通信システム１００の全体に亘って移動してよく、また現在それが位置し
ているエリア内の基地局との無線通信リンクを樹立してよい。複数の無線端末（ＷＴ１：
１１８…、ＷＴＮ：１２０）は、それぞれ無線リンク（１２２，１２４）を介して基地局
１：１０２に結合されるように示されている。同様に、複数の無線端末（ＷＴ１’：１２
６…、ＷＴＮ’：１２８）は、それぞれ無線リンク（１３０，１３２）を介して基地局Ｍ
：１０４に結合されるように示されている。
【００１５】
　当該システムにおける無線端末は、種々の動作モード、例えばＯＦＦ、スリープ、保留
、１型オン状態、２型オン状態、または３型オン状態であってよい。この例示的実施形態
において、無線端末はトラヒックチャンネルセグメントを割当てられることができる一方
、他の動作モード、例えばオフ、スリープ、保留モードにおいては、トラヒックチャンネ
ルセグメントを割当てられない。この例示的実施形態において、無線端末には、異なるレ
ベルの幾つかの型のエアリンク資源、例えば、当該無線端末が動作しているオン状態のタ
イプの関数として、アップリンク専用制御チャンネルセグメントおよび／またはダウンリ
ンク無線端末電力制御セグメントが配分される。この例示的実施形態において、基地局に
割当てられた無線端末識別子および対応するオン状態マスクを含む状態遷移メッセージが
、無線端末に配分される少なくとも幾つかの資源を同定するために、当該無線端末に通信
される。
【００１６】
　種々の実施形態は、セル当たり１以上のセクター、例えばセル当たり２、３または４以
上のセクターを含んでよい。例えば、一つの例示的実施形態において、基地局は三つのセ
クターを含み、各セクターは１以上の取付け点を含み、各取付け点はアップリンク／ダウ
ンリンクトーンブロック対に対応する。幾つかの斯かる実施形態において、基地局は取り
付け点当たりのベースで資源を配分してよい。
【００１７】
　幾つかの実施形態は、単一の基地局と、該基地局の資源について競合する複数の無線端
末を含んでいる。このような幾つかの実施形態では、単一の基地局が帰路ネットワークに
結合される一方、他の実施形態においては、単一の基地局は帰路ネットワークに結合され
ない。
【００１８】
　図２は、種々の実施形態に従って実施される例示的基地局２００の図である。例示的基
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地局２００は、図１の例示的システム１００における例示的基地局（１０２，１０４）の
１つであってよい。例示的基地局２００は、受信機モジュール２０２、送信機モジュール
２０４、プロセッサ２０６、Ｉ／Ｏインターフェース２０８、およびその上で種々の素子
がデータおよび情報を交換してよいバス２１２を介して一緒に結合されたメモリー２１０
を含んでいる。
【００１９】
　メモリー２１０は、ルーチン２１８およびデータ／情報２２０を含んでいる。プロセッ
サ２０６、例えばＣＰＵはルーチン２１８を実行し、またメモリー２１０の中のデータ／
情報を使用して基地局２００の動作を制御し、方法を実施する。
【００２０】
　受信機モジュール２０２、例えばＯＦＤＭ受信機は受信アンテナ２０３に結合され、該
アンテナを介して基地局２００は無線端末３００からのアップリンク信号を受信する（図
３参照）。受信機モジュール２０２は、受信された信号の少なくとも幾つかを復号するた
めの復号器２１４を含んでいる。受信されたアップリンク信号は、登録要求信号、状態の
変化のための請求、専用の制御チャンネルセグメント信号、およびアップリンクトラヒッ
クチャンネルセグメント信号を含んでいる。専用制御チャンネルセグメント信号は、マル
チパート資源割当てメッセージを介して先に基地局によって配分された資源、例えば専用
制御チャンネルセグメントを使用して通信される。
【００２１】
　送信機モジュール２０４、例えばＯＦＤＭ送信機は送信アンテナ２０５に結合され、該
送信アンテナを介して、基地局はダウンリンク信号を無線端末３００へと送信する。送信
機モジュール２０４は、少なくとも幾つかのダウンリンク信号を符号化するための符号化
器２１６を含んでいる。ダウンリンク信号は、ビーコンおよび／またはパイロットチャン
ネル信号のような同期信号、状態遷移メッセージ信号、無線端末電力制御セグメント信号
、割当て信号を含むトラヒック制御チャンネル信号、およびダウンリンクトラヒックチャ
ンネルセグメント信号を含んでいる。この例示的実施形態においては、状態遷移メッセー
ジ信号は、無線端末に複数の異なるオン状態動作の一つへと命令する状態遷移メッセージ
を含んでおり、例えばマルチパート資源割当てメッセージは、割当てられる資源を同定す
る第一の部分と、該マルチ－パート資源割当てメッセージが向けられている無線端末に配
分される前記資源の一部を指示する第二の部分を含んでいる。
【００２２】
　Ｉ／Ｏインターフェース２０８は、基地局２００を他のネットワークノード、例えば他
の基地局、ＡＡＡノード、ホームエージェントノード、ルータ、コンテンツサーバ等、お
よび／またはインターネットに結合する。Ｉ／Ｏインターフェース２０８は、基地局２０
０を帰路ネットワークに結合することによって、基地局２００取付け点を使用する無線端
末が、異なる基地局の無線取付け点を使用するピアノードとの通信セッションに参加する
ことを可能にする。
【００２３】
　ルーチン２１８は、通信ルーチン２２２および基地局制御ルーチン２２４を含んでいる
。通信ルーチン２２２は、基地局２００によって使用される種々の通信プロトコルを実施
する。基地局プロトコルルーチン２２４は、状態遷移メッセージモジュール２２６、専用
制御チャンネル信号復旧モジュール２２８、無線端末電力制御モジュール２３０、スケジ
ューリングモジュール２３２、割当て信号発生モジュール２３４、ダウンリンクトラヒッ
クチャンネルモジュール２３６、アップリンクトラヒックチャンネルモジュール２３８、
およびトーンホッピングモジュール２８９を含んでいる。
【００２４】
　状態遷移メッセージモジュール２２６は、無線端末に対して、複数のオン状態動作の一
つを指令する種々の状態遷移メッセージを発生する。モジュール２２６によって発生され
る斯かる状態遷移メッセージの一つはマルチパート資源割当てメッセージであり、該メッ
セージは割当てられる資源を同定する第一の部分と、該マルチパート資源割当てメッセー
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ジが向けられる無線端末に配分される資源の一部を同定する第二の部分を含んでいる。状
態遷移メッセージモジュール２２６は、オン状態識別子副モジュール２４０およびマスク
副モジュール２４２を含んでいる。オン状態識別子副モジュール２４０は、前記マルチパ
ート資源割当てメッセージにおける第一の部分として含めるためのオン状態識別子を決定
する。マスク副モジュール２４２は、前記マルチパート資源割当てモジュールにおける第
二の部分として含められるべきオン状態マスクを決定する。副モジュール２４０および２
４２は、基地局において現在利用可能な資源を考慮した特定のマルチパート資源割当てメ
ッセージ、無線端末要求情報、無線端末要件、無線端末サービスレベル情報および／また
は基地局資源配分ポリシーについて、それらの決定を行う。
【００２５】
　ＤＣＣＨ信号復旧モジュール２２８は、制御情報レポート、例えばアップリンクトラヒ
ック要求レポート、ＳＮＲレポート、ノイズレポート、干渉レポート、電力利用可能性レ
ポート等を、配分された資源部分を使用して無線端末から通信された受信信号から再生さ
せるが、該配分された部分は先に通信されたマルチパート資源割当てメッセージにおける
情報によって指示されている。例えば、前記資源の配分された部分は、再帰アップリンク
チャンネル構造における信号論理専用制御チャンネルトーンに対応する一組の専用の制御
チャンネルセグメントであり、無線端末のための特定の組は、基地局に割当てられた無線
端末オン識別子および無線端末に現在割当てられた関連のオン状態マスクの関数である。
【００２６】
　無線端末電力制御モジュール２３０は、無線端末送信電力制御のためのコマンド制御指
令、例えば、予め定められた量、利得因子または調節によって無線端末送信電力レベルを
増分または減分するコマンドを発生する。無線端末電力制御モジュール２３０は、現在無
線端末に割当てられているオン状態識別子および対応するオン状態マスク値、並びに個々
のセグメントをオン状態識別子およびマスク値の組合せにリンクさせる再帰ダウンリンク
構造情報を使用することにより、特定のダウンリンク無線端末電力制御セグメントが現在
特定の無線端末と関連していることを認識する。
【００２７】
　スケジューリングモジュール２３２、例えばスケジューラは、アップリンクおよびダウ
ンリンクトラヒックチャンネルセグメントを、基地局のスケジューリングポリシーに従っ
て無線端末にスケジュール化する。スケジューリングモジュール２３２は、割当を決定す
るに際して、オン状態識別子および対応するオン状態マスク情報を使用する。何故なら、
特定の無線端末に割当てられ得る番号および特定のトラヒックチャンネルセグメントは、
当該無線端末に関連して現在割当てられているオン状態マスクの関数として決定されるか
らである。この例示的実施形態において、無線端末が１１１のオン状態マスクを有してい
るならば、該無線端末は、潜在的に何れかのアップリンクまたはダウンリンクトラヒック
チャンネルセグメントを割当てられることができる。もし、無線端末が００１、０１０ま
たは１００のオン状態マスクを有していれば、基地局は、当該無線端末に少なくとも幾つ
かのトラヒックチャンネルセグメントを割当てることを妨げられる。もし、無線端末が０
１１，１１０または１０１のオン状態マスクを有していれば、基地局は、当該無線端末が
００１、０１０または１００のオン状態マスクを有しているときよりも、当該無線端末に
対する潜在的な割当てのために利用可能なより多くのトラヒックチャンネルセグメントを
有している。
【００２８】
　割当て信号発生モジュール２３４は、トラヒックチャンネル割当て信号を発生する。該
トラヒックチャンネル割当て信号は、ダウンリンクトラヒック制御チャンネルエアリンク
資源を使用して通信される。割当て信号発生モジュール２３４は、少なくとも幾つかの割
当て信号の中にオン状態マスク識別子情報、例えば単一ビット識別子を組込む。種々の実
施形態において、トラヒックチャンネル割当てに含められたオン状態マスク識別子情報の
ビット数は、オン状態マスクのビット数よりも少なく、例えば１ビット対３ビットである
。



(16) JP 4955765 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

【００２９】
　ダウンリンクトラヒックチャンネルモジュール２３６は、ダウンリンクトラヒックチャ
ンネルセグメント信号を通信することに関連した動作、例えば、特定の無線端末を目的と
したユーザデータを、該特定の無線端末に割当てられたセグメント上で通信されるべき信
号の中に組込むことを実行する。アップリンクトラヒックチャンネルセグメントモジュー
ル２３６は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を処理すること、および
該復旧された信号を当該セグメントが割当てられている適切な無線端末に関連させること
を含む動作を実行する。
【００３０】
　トーンホッピングモジュール２３８は、アップリンクおよびダウンリンクトーンホッピ
ングを実行するために、トーンホッピング情報２８１を含むデータ／情報２２０を使用す
る。トーンホッピングモジュール２３８は、論理チャンネルトーンを、送信のために使用
される物理的トーンにマッピングする。トーンホッピングモジュール２３８は、異なるレ
ートでホップし、またアップリンクおよびダウンリンクトーンホッピングについて異なる
ホッピングシーケンスを使用する。例えば、放送ストリップチャンネルセグメント間隔を
除く連続するＯＦＤＭシンボルの各々の上で、第一のトーンホッピングシーケンスに従っ
てダウンリンクトーンホッピングを行い、またアクセスセグメント間隔を除く休止ベース
で、第二のトーンホッピングシーケンスに従ってアップリンクトーンホッピングを行う。
例えば、ここでの休止は、例えば７つの連続するＯＦＤＭシンボル送信時間である。説明
した資源配分特徴と共にトーンホッピングを使用することは、非常に有利である。何故な
ら、それは当該基地局を使用する種々の無線端末が経験する干渉レベル、およびノイズレ
ベルをバランスさせるように働くからである。従って、ノイズおよび／または干渉の観点
から見て、問題のある単一の物理的トーンは、情報、例えば制御情報の通信に苛酷に影響
しない。例えば、単一の論理専用制御チャンネルトーンを利用して無線端末に配分された
一組の専用制御チャンネルセグメント資源は、トーンホッピングを利用することによって
干渉を分布させ、および／または単一のトーンに対する高干渉レベルおよび／または劣悪
な条件の影響を減少させるように働くことができる。
【００３１】
　データ／情報２２０は、システムデータ／情報２４４、複数組の状態遷移メッセージ情
報（状態遷移メッセージ１情報２４８、…、状態遷移メッセージｎ情報２５０）、複数の
割当てメッセージ情報（割当てメッセージ１情報２５２、…、割当てメッセージＮ情報２
５４）、複数の電力制御メッセージ情報（電力制御メッセージ１情報２５６、電力制御メ
ッセージＮ情報２５８）、複数の専用制御チャンネルセグメント情報（ＤＣＣＨセグメン
ト１情報２６０、…、ＤＣＣＨセグメントＮ情報２６２）、および無線端末データ／情報
２６４を含んでいる。
【００３２】
　システムデータ／情報２４４は、ダウンリンク／アップリンクタイミング／周波数構造
情報２４６、およびモード情報２４７を含んでいる。図５は、例示的なダウンリンクおよ
びアップリンクの周波数構造情報を示している。ＤＬ／ＵＬタイミング／週波数構造情報
２４６は、アップリンク専用制御チャンネル情報２６６、ダウンリンク無線端末電力制御
チャンネル情報２７０、ダウンリンクトラヒック制御チャンネルを、ダウンリンクトラヒ
ックチャンネルに関連付ける情報２７４、ダウンリンクトラヒック制御チャンネルをアッ
プリンクトラヒックチャンネルに関連付ける情報２７８、およびトーンホッピング情報２
８１を含んでいる。ＵＬ・ＤＣＣＨチャンネル情報２６６は、無線端末オン状態識別子／
専用制御チャンネルトーン情報２６７および無線端末オンマスク情報２６８、例えば、基
地局が使用している再帰チャンネル構造における専用制御チャンネルセグメントに関連し
たオンマスクビットパターンを同定する情報を含んでいる。図６および対応する説明は、
例示的な情報２６７および２６８を記載している。ＤＬ・ＷＴ電力制御チャンネル情報２
７０は、無線端末オン状態識別子／セグメント組アソシエーション情報２７１および無線
端末オンマスク情報２７２、例えば、基地局が使用している再帰チャンネル構造における
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ダウンリンク電力制御チャンネルセグメントに関連したオンマスクビットパターンを同定
する情報を含んでいる。図７および対応する説明は、例示的な情報２７１および２７２を
記載している。ダウンリンクトラヒック制御チャンネルをダウンリンクトラヒックチャン
ネルに関連付ける情報２７４は、無線端末オンマスク情報２７６、例えば、何れの無線端
末オンマスクが何れの割当てスロットに関連付けられるか、何れの無線端末オンマスクが
何れのダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントに関連付けられるかを同定する情報
、および割当てマスク識別子情報を含んでいる。図８および対応するテキストは、幾つか
の例示的情報２７６を記述している。ダウンリンクトラヒック制御チャンネルをアップリ
ンクトラヒックチャンネルに関連付ける情報２７８は、無線端末オンマスク情報２８０、
例えば、何れの無線端末オンマスクが何れの割当てスロットに関連付けられるか、何れの
無線端末オンマスクが何れのアップリンクトラヒックチャンネルセグメントに関連付けら
れるかを同定する情報、および割当てマスク 識別子情報を含んでいる。図９および対応
するテキストは、幾つかの例示的な情報２８０を記述している。トーンホッピング情報２
８１は、アップリンク論理チャンネルトーンをアップリンク物理的トーンにマップするた
めに使用されるアップリンクトーンホッピング情報、およびダウンリンク論理チャンネル
トーンをダウンリンク物理的トーンにマップするために使用されるダウンリンクトーンホ
ッピング情報を含んでいる。
【００３３】
　モード情報２４７は、フルトーンフォーマットＤＣＣＨモード情報２４９、１／３分割
トーンフォーマットＤＣＣＨモード情報２５１、および２／３分割トーンフォーマットＤ
ＣＣＨモード情報２５３を含んでいる。フルトーンフォーマットＤＣＣＨモード情報２４
９は、１１１のオン状態ビットマスクパターンを、フルトーンフォーマットＤＣＣＨモー
ドのオン状態動作、例えば資源配分の高い状態に関連付ける情報を含んでいる。１／３分
割トーンフォーマットＤＣＣＨモード情報２５１は、００１、０１０および１００のオン
状態ビットマスクパターンを、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態
動作、例えば資源配分の低い状態に関連付ける情報を含んでいる。２／３分割トーンフォ
ーマットＤＣＣＨモード情報２５３は、１１０、１０１および０１１のオン状態ビットマ
スクパターンを、２／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態動作、例えば
資源配分の中間の状態と関連付ける情報を含んでいる。
【００３４】
　状態遷移メッセージ１情報２４８は、ある状態遷移メッセージの情報、例えば、無線端
末に向けられて該無線端末を複数のオン状態動作の１つへと命令し、且つ該無線端末が使
用するための再帰チャンネル構造の中に専用資源を配分する、マルチパート資源割当てメ
ッセージを含んでいる。この状態遷移メッセージは、状態遷移メッセージモジュール２２
６によって発生される。割当てメッセージ１情報２５２は、割当てメッセージにおける情
報、例えば、１以上のトラヒックチャンネルスロット割当てを運ぶトラヒック制御チャン
ネルメッセージを含み、該メッセージは信号発生モジュール２３４によって発生される。
図１３および図１４は幾つかの例示的なトラヒックチャンネル割当て信号伝達を示してい
る。電力制御メッセージ１情報２５６は、無線端末送信電力コマンド信号伝達情報を含ん
でいる。ＤＣＣＨセグメント１情報２６０は、専用制御セグメントにおいて通信される情
報、例えば、ＤＣＣＨ信号復旧モジュール２２８によって処理されるべき情報を含んでい
る。
【００３５】
　無線端末データ／情報２６４は、複数組の無線端末データ／情報（ＷＴ・１データ／情
報２８２，…，ＷＴ・Ｎデータ／情報２８４）を含んでいる。ＷＴ・１データ／情報２８
２は、オン状態識別子２８６、割当てられたＷＴオンマスク２８８、専用制御チャンネル
モード２９０、基地局取付け点情報２９２、電力コマンド情報２９３、ユーザ／デバイス
／セッション／資源情報２９４、復旧されたＤＣＣＨレポート情報２９６、割当てられた
トラヒックチャンネルセグメント情報２９７、およびユーザデータ２９８を含んでいる。
ＷＴオン状態識別子２８６は、現在ＷＴ１に関連付けられているオン状態識別子であるの
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に対して、割当てられたＷＴオンマスク２８８は、現在ＷＴ１に関連付けられている対応
するオンマスクである。基地局２００は、オン状態識別子および対応するオンマスクを、
利用可能な資源から無線端末へと配分する。図４は、例示的実施形態についてのオン状態
識別子およびマスクの潜在的な配分を示している。図１０もまた、オン状態識別子および
対応するマスクの幾つかの例示的無線端末への例示的配分を示している。
【００３６】
　ＤＣＣＨモード２９０は、オン状態識別子および割当てられた無線端末オンマスク２８
８に従うＷＴ１の専用制御チャンネルモードの動作、例えば、フルトーンフォーマットＤ
ＣＣＨモード、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードおよび２／３分割トーンフ
ォーマットＤＣＣＨモードのうちの１つを同定する。基地局取付け点情報２９２は、ＷＴ
１がその現在のネットワーク取付け点として使用しているセクターおよび／またはトーン
ブロックを同定する。電力コマンド情報２９３は、無線端末送信電力制御コマンド、例え
ば、一つのステップ、予め定められた量、または予め定められた利得調節に従った増分も
しくは減分の送信電力レベルを含んでいる。ＷＴ１２９３のための電力コマンド情報が電
力制御メッセージに組込まれ、ＷＴ１に配分されたセグメントにおいて通信される。幾つ
かの実施形態において、電力制御メッセージは単一のＯＦＤＭ変調シンボルを介して通信
される。復旧されたＤＣＣＨセグメント情報２９６は、ＤＣＣＨ信号復旧モジュール２２
８の出力であり、例えばアップリンクトラヒックチャンネル要求情報、ビーコム比率レポ
ート情報、信号／ノイズ比レポート情報、自生雑音レポート情報、および無線端末送信電
力レポート情報を含んでいる。割当てられたトラヒックチャンネルセグメント情報２９７
は、トラヒックチャンネル割当てメッセージ、例えばメッセージ２５２において通信され
るのに適した割当て情報を含んでいる。ユーザデータ３７６は、例えば、無線端末に割当
てられたアップリンクおよび／またはダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントにお
いて通信されるトーン、オーディオ、データ、画像データ、テキストデータ、ファイルデ
ータ等を含んでいる。
【００３７】
　図３は、例示的な無線端末３００、例えば種々の実施形態に従って実施されるモバイル
ノードの図である。例示的無線端末３００は、図１のシステムにおける無線端末（１１８
１２０，１２６，１２８）の何れかであってよい。例示的無線端末３００は、受信機モジ
ュール３０２、送信モジュール３０４、プロセッサ３０６、ユーザＩ／Ｏ装置３０８、お
よびバス３１２を介して一緒に結合されたメモリー３１０を含んでおり、前記バス３１２
の上で種々の素子がデータおよび情報を交換してよい。
【００３８】
　メモリー３１０は、ルーチン３１８およびデータ／情報３２０を含んでいる。プロセッ
サ３０６、例えばＣＰＵはルーチン３１８を実行し、メモリー３１０の中のデータ／情報
３２０を使用して無線端末３００の動作を制御し、方法を実行する。
【００３９】
　受信機モジュール３０２、例えばＯＦＤＭ受信機は受信アンテナ３０３に結合され、該
アンテナを介して、無線端末３００は基地局２００からダウンリンク信号を受信する。受
信機モジュール３０２は、受信されたダウンリンク信号の少なくとも幾つかを復号するた
めの復号器３１４を含んでいる。受信されたダウンリンク信号は、ビーコンおよび／また
はパイロットチャンネル信号のようなタイミング／同期信号、状態遷移メッセージ信号、
電力制御チャンネルセグメント信号、トラヒック制御チャンネル割当て信号、およびダウ
ンリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を含んでいる。この例示的実施形態におい
て、状態遷移メッセージ信号は、無線端末に対して複数の異なるオン状態動作の一つへと
命令する状態遷移メッセージ、例えばマルチパート資源割当てメッセージを含んでおり、
これは割当てられる資源を同定する第一の部分、および該マルチパート資源割当てメッセ
ージが向かう無線端末に配分される前記資源の一部を指示する第二の部分を含んでいる。
【００４０】
　送信モジュール３０４、例えばＯＦＤＭ送信機は送信アンテナ３０５に結合され、該ア
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ンテナを介して、無線端末３００は基地局２００へとアップリング信号を送信する。送信
モジュール３０４は、アップリング信号の少なくとも幾つかを符号化するための符号化器
３１６を含んでいる。幾つかの実施形態では、例えば二重通信モジュールに関連して、受
信機および送信機のために同じアンテナが用いられる。アップリンク信号には、登録要求
信号、状態の変化の要求、専用制御チャンネルセグメント信号およびトラヒックチャンネ
ルセグメント信号が含まれる。
【００４１】
　ユーザＩ／Ｏ装置３０８、例えばマイクロホン、キーパッド、キーボード、スイッチ、
カメラ、スピーカ、ディスプレー等は、無線端末３００のユーザが、データ／情報を入力
し、出力データ／情報にアクセスし、アプリケーションを制御し、無線端末の少なくとも
幾つかの機能を制御すること、例えば通信セッションを開始することを可能にする。
【００４２】
　ルーチン３１８は、通信ルーチン３３２および無線端末制御ルーチン３２４を含んでい
る。通信ルーチン３３２は、無線端末３００によって使用される種々の通信プロトコルを
実行する。無線端末制御ルーチンは、状態遷移モジュール３２６、資源配分決定モジュー
ル３３２、オンモード決定モジュール３３３、専用制御チャンネルモジュール３３４、無
線端末送信電力制御モジュール３３６、トラヒックチャンネル割当て決定モジュール３３
８、ダウンリンクトラヒックチャンネルモジュール３４０、アップリンクトラヒックチャ
ンネルモジュール３４２、およびトーンホッピングモジュール３４３を含んでいる。
【００４３】
　状態遷移メッセージモジュール３２６は、オン状態識別子および対応するオン状態マス
クを含んだマルチパート資源割当てメッセージを含む受信された遷移状態メッセージを処
理する。状態遷移モジュール３２６は、オン状態識別子副モジュール３２８およびオン状
態マスク副モジュール３３０を含んでいる。オン状態識別子副モジュール３２８は、無線
端末に現在割当てられる基地局により割当てられた無線端末オン状態識別子３５４、例え
ば５ビットフィールドにおいて通信される１…３１の範囲の値を復旧する。マスク副モジ
ュール３３０は、基地局により割当てられた無線端末オン状態マスク３５６、例えば、３
ビットフィールドを介して通信される１１１、００１、０１０、１００、１１０、１０１
および０１１のうちの一つを復旧する。該復旧されたオン状態識別子および対応するマス
クは、例えば、基地局および無線端末の両者に知られた再帰チャンネルアップリンクおよ
び／またはダウンリンク構造において、配分される資源を決定するために無線端末によっ
て使用されることを意図したものである。加えて、該復旧されたオン状態識別子および対
応するマスクは、オン状態モードの動作を決定するため、および無線端末に関連したトラ
ヒックチャンネル割当てを決定するために、当該無線端末によって使用されることを意図
したものである
　オンモード決定モジュール３３３は、割当てられた無線端末オンマスク３５６およびモ
ード情報３９９を使用して動作のオン状態モードを決定し、該モードにおいて無線端末は
、例えば次のように動作される：割当てられたＷＴオンマスク＝１１１であれば、当該該
無線端末はフルトーンフォーマットＤＣＣＨ動作モードで動作される；ＷＴオンマスクが
００１、０１０および１００のうちの１つであれば、当該無線端末は１／３分割トーンフ
ォーマットＤＣＣＨ動作モードで動作される；割当てられたＷＴオンマスクが１１０、０
１１および１０１のうちの１つであれば、当該無線端末は２／３分割トーンフォーマット
ＤＣＣＨ動作モードで動作される。ＤＣＣＨモード情報３５８は、オンモード決定モジュ
ール３３３の出力である。
【００４４】
　資源配分決定モジュール３３２は、割当てられた資源および該資源の配分された部分を
、オン状態識別子３５４および割当てられた無線端末オンマスク３５６の関数として決定
する。無線端末３６１に配分された同定された資源は、モジュール３３２の出力である。
無線端末３６１に割当てられた同定された資源は、ダウンリンクに配分された資源情報３
６３およびアップリンクに配分された資源情報３６５を含んでいる。ダウンリンクに配分
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される資源情報３６３は、一組の無線端末電力制御セグメントを同定する情報、および再
帰ダウンチャンネル構造を備えた前記組の一部を同定する情報を含んでいる。例えば、割
当てられた資源を表すダウンリンクセグメントの前記組は無線端末オン状態識別子＝２に
関連した図７における三つのセグメント組であることを考慮し、また、ＷＴは図１２に関
してはＷＴ・Ｂ（オンマスク＝００１）であり、配分されたダウンリンク資源はセグメン
ト１２１８を含むことを考慮する。アップリンク配分された資源情報３６は、アップリン
グ専用制御チャンネルトーン、および再帰アップリンクチャンネル構造内の無線端末に配
分された配分されたアップリンク専用制御チャンネルセグメント組を同定する情報を含ん
でいる。例えば、図１１のトーン８２（これは基地局に割当てられた無線端末音状態識別
子＝２に対応する）は、割当てられたアップリンク資源を表すことを考慮し、また該無線
端末がＷＴ・Ｂであることを考慮すれば、配分された資源はカラム１１１２、１１１８お
よび１１２４の時間間隔、或いはアップリンク専用制御チャンネルセグメント［２］［０
］、セグメント［２］［３］およびセグメント［２］［６］の間のトーン８２に対応する
。
【００４５】
　専用制御チャンネルモジュール３３４は、種々のアップリンクレポートを発生し、また
該レポートを運ぶ専用制御チャンネルセグメント信号を発生し、該レポートは前記音状態
識別子３５４およびオン状態マスク３５６に対応する配分された専用制御チャンネルセグ
メントを使用して通信される。モジュール３３４によって発生された例示的レポートは、
アップリンクトラヒック要求レポート、干渉レポート、ノイズレポート、送信電力レポー
ト、およびＳＮＲレポートを含んでいる。
【００４６】
　無線端末送信電力制御モジュール３３６は、該無線端末に配分されたダウンリンク資源
（例えばオン状態識別子３５４およびオン状態マスク３５６に従って該無線端末に配分さ
れたセグメント）を介して通信され、該無線端末に向けられた受信された電力制御コマン
ドを処理する。無線端末送信電力制御モジュール３３６は、送信モジュール３０４を制御
して、復旧されたコマンドに従った調節を行う。
【００４７】
　トラヒックチャンネル割当て決定モジュール３３８は、その現在割当てられているオン
状態識別子３５４および対応する割当てられたオンマスク３５６が与えられれば、何れの
トラヒックチャンネルセグメントが当該無線端末に割当てられ得るかを決定する。モジュ
ール３３８はまた、何れのトラヒックチャンネルセグメントが当該無線端末に割当てられ
るかを決定する。この例示的実施形態では、割当てスロットと対応するトラヒックチャン
ネルセグメントとの間に、固定された予め定められた関係が存在する。モジュール３３８
は、種々の動作を実行する際に、割当てられたオン状態識別子３５４、割当てられたオン
マスク３５６、ダウンリンクトラヒック制御チャンネルをダウンリンクトラヒックチャン
ネル３８８に関連させる情報、および／またはダウンリンクトラヒック制御チャンネルを
アップリンクトラヒックチャンネル３９２に関連させる情報を使用する。例えば、幾つか
の割当てスロットは、オン状態マスクの関数として利用可能ではない。もう一つの例とし
て、トラヒックチャンネル割当ては、オンマスク識別子、例えば、トラヒックチャンネル
セグメントと関連し得る二つの異なるオン状態ビットマスク間を識別する単一ビットを含
んでいる。
【００４８】
　ダウンリンクトラヒックチャンネルモジュール３４０は、当該無線端末に割当てられて
いるトラヒックチャンネルセグメント上を通信された、受信されたトラヒックチャンネル
セグメント信号からユーザデータを復旧する。アップリンクトラヒックチャンネルモジュ
ール３４２は、当該無線端末に割当てられているアップリングトラヒックチャンネルセグ
メント上で通信されるアップリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を発生する。 
　トーンホッピングモジュール３４３は、トーンホッピング情報３０１を含むデータ／情
報３２０を使用して、アップリンクおよびダウンリンクトーンホッピングを実施する。ト
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ーンホッピングモジュール３４３は、論理チャンネルトーンを、送信に使用される物理的
トーンにマップする。トーンホッピングモジュール３４３は異なるレートでホップし、ま
たアップリンクおよびダウンリンクトーンホッピングのために異なるホッピングシーケン
スを使用し、例えば、放送ストリップチャンネルセグメント間隔以外の連続するＯＦＤＭ
シンボルに対して、第一のトーンホッピングシーケンスに従ってダウンリンクトーンホッ
ピングを行い、またアクセスセグメント間隔を除く休止ベースで、トーンホッピングシー
ケンスに従ってアップリンクトーンホッピングを実施し、ここでの休止は、例えば連続す
るＯＦＤＭシンボル送信時間である。説明した資源配分特徴に関連してトーンホッピング
を使用することは、当該基地局を使用する種々の無線端末が経験する干渉レベルおよびノ
イズレベルをバランスさせる方向に作用するので、非常に有利である。従って、ノイズお
よび／または干渉の観点から、問題のある単一の物理的トーンは、無線端末３００のため
の情報、例えば制御情報に対して過酷な影響は与えない。例えば、一組の制御チャンネル
セグメント資源は、一つの論理専用制御チャンネルトーンに対応する無線端末３００に配
分され、また無線端末３００はトーンホッピングを利用することにより、干渉を分布させ
、および／または高い干渉レベルおよび／または劣悪な条件の単一の物理的トーンに対す
る影響を低減するように働くことができる。
【００４９】
　データ／情報３２０は、ユーザ／装置／セッション／資源情報３４４、システムデータ
／情報３４６、受信された状態遷移メッセージ情報３５２、基地局取付け点情報３５３、
オン状態識別子３５４、割当てられたＷＴオンマスク３５６、動作の専用制御チャンネル
モード３５８、無線端末に配分された同定された資源３６１、複数の受信された電力制御
メッセージ（受信された電力制御メッセージ１情報３６２、…、受信された電力制御メッ
セージＮ情報３６４）、複数の専用制御チャンネルセグメント組の情報（専用制御チャン
ネルセグメント１情報３６６、…、専用制御チャンネルセグメントＮ情報３６８）、複数
組の受信された割当てメッセージ情報（受信された割当てメッセージ１情報３７０、…、
受信された割当てメッセージＮ情報３７２）、割当てられたトラヒックチャンネルセグメ
ント情報３７４、およびユーザデータ３７６を含んでいる。
【００５０】
　ユーザ／装置／セッション／資源情報３４４は、装置同定情報、同定情報、ピアノード
情報を含む進行中の通信セッション情報、ルーティング、アドレッシング情報、および種
々のセッション状態情報を含んでいる。受信された状態遷移メッセージ情報３５２は、マ
ルチパート資源割当てメッセージに対応異する情報を含んでいる。受信された状態遷移メ
ッセージ情報３５２は、状態遷移モジュール３２６に入力される情報を含んでいる。基地
局取付け点情報３５３は、当該無線端末がその現在のネットワーク結合点として使用して
いる基地局を同定する情報、例えば、基地局識別子情報、基地局セクター識別子情報、基
地局キャリア周波数情報、および／または基地局トーンブロック同定情報を含んでいる。
オン状態識別子３５４は、状態遷移メッセージによって通信され、オン状態識別子副モジ
ュール３２８によって決定される基底状態割当て無線端末オン状態識別子、例えば１…３
１の値、即ち、再帰チャンネル構造における種々の通信資源に関連付けられるべき暫定的
に割当てられた識別子である。該無線端末はまた、追加の基地局割当て識別子、例えば登
録されたユーザ識別子および／または基地局割当てのアクティブユーザ識別子を有してお
り、これらはユーザがトラヒックチャンネルセグメントを割当てられることができない動
作状態、例えばホールド状態、スリープ状態等のような他の動作モードに関連している。
割当てられたオン状態マスク３６５は、状態遷移メッセージにおいて通信され且つマスク
副モジュール３３０によって決定される、基地局割当てのオン状態マスク、例えば、１１
１、００１、１００、０１０、１１０、１０１および０１１のうちの一つ、即ち、割当て
られた資源の配分された部分を決定すること含む動作のために使用される暫定的に割当て
られたマスクである。ＤＣＣＨモード３５８、例えば、フルトーンフォーマットモード、
１／３分割トーンフォーマットモード、および２／３分割トーンフォーマットモードのう
ちの一つは、オンモード決定モジュール３３３の出力である。
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【００５１】
　無線端末３６１に配分された同定された資源は、資源配分決定モジュール３３２の出力
である。無線端末３６１に配分された同定された資源は、ダウンリンク資源配分情報３６
３、例えば、当該無線端末に配分されたダウンリンク無線端末制御チャンネルセグメント
、およびアップリンク資源配分情報３６５、例えば、当該無線端末に割当てられたアップ
リンク専用制御チャンネル論理トーン、および当該無線端末に配分された専用制御セグメ
ントを同定する情報を含んでいる。
【００５２】
　受信された電力制御メッセージ情報３６２は、送信機３０４を調節するために使用され
る、無線端末電力制御モジュール３３６に入力される情報およびモジュール３３６から出
力される情報を含んでいる。ＤＣＣＨセグメント１情報３６６は情報、例えばレポート情
報、および当該無線端末に配分されたＤＣＣＨセグメントにおいて通信される発生された
信号を含んでいる。
【００５３】
　受信された割当てメッセージ１情報３７０は、モジュール３３８によって処理されるト
ラヒック制御チャンネルメッセージに対応する情報を含んでいる。割当てられたトラヒッ
クチャンネルセグメント情報３７４は、トラヒックチャンネル割当て決定モジュール３３
８の出力であり、当該無線端末に現在割当てられている再帰アップリンクおよび／または
ダウンリンクトラヒックチャンネル構造におけるトラヒックチャンネルセグメントを同定
する情報を含んでいる。ユーザデータ３７４は、例えば、トーン、オーディオ、データ、
画像データ、テキストデータ、ファイルデータ等を含んでおり、当該無線端末に割当てら
れたアップリンクおよび／またはダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントにおいて
通信される。
【００５４】
　システムデータ／情報３４６は、複数組の基地局データ／情報（基地局１データ／情報
３４８、…、基地局Ｍデータ／情報３５０）およびモード情報３９９を含んでいる。基地
局１データ／情報３４８は、ダウンリンク／アップリンクタイミング／周波数構造情報３
７８を含んでいる。図５は、例示的なダウンリンクおよびアップリンク周波数構造情報を
示している。該ＤＬ／ＵＬタイミング／周波数構造情報３７８は、アップリンク専用制御
チャンネル情報３８０、ダウンリンク無線端末電力制御チャンネル情報３８４、ダウンリ
ンクトラヒック制御チャンネルをダウンリンクトラヒックチャンネルに関連付ける情報３
８８、ダウンリンクトラヒック制御チャンネルをアップリンクトラヒックチャンネルに関
連付ける情報３９２、およびトーンホッピング情報３０１を含んでいる。ＵＬ・ＤＣＣＨ
チャンネル情報３８０は、無線端末オン状態識別子／専用制御チャンネルトーンアソシエ
ーション情報３８１および無線端末オンマスク情報３８２、例えば、当該基地局によって
使用されている再帰チャンネル構造における専用制御チャンネルセグメントに関連したオ
ンマスクビットパターンを同定する情報を含んでいる。図６および対応する説明は、例示
的な情報３８１および３８２を記述している。ＤＬ・ＷＴ電力制御チャンネル情報３８４
は、無線端末オン状態識別子／ダウンリンク電力制御セグメント組アソシエーション情報
３８５、および無線端末オンマスク情報３８６、例えば、当該基地局によって使用される
再帰チャンネル構造におけるダウンリンク電力制御チャンネルセグメントに関連したオン
マスクビットパターンを同定する情報を含んでいる。図７および対応する説明は、例示的
な情報３８５および３８６を記述している。ダウンリンクトラヒック制御チャンネルをダ
ウンリンクトラヒックチャンネルに関連付ける情報３８８は、無線端末オンマスク情報３
９０、例えば、何れの無線端末オンマスクが何れの割当てスロットに関連するか、何れの
無線端末オンマスクが何れのダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントに関連するか
を同定する情報、および割当てマスク識別子情報を含んでいる。図８および対応するテキ
ストは、幾つかの例示的な情報３９０を記述している。ダウンリンクトラヒック制御チャ
ンネルをアップリンクトラヒックチャンネル関連付ける情報３９２は、無線端末オンマス
ク情報３９４、例えば、何れの無線端末オンマスクがた何れの割当てスロットに関連する
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か、何れの無線端末オンマスクが何れのアップリンクトラヒックチャンネルセグメントに
関連するかを同定する情報、および割当てマスク識別子情報を含んでいる。図９および対
応するテキストは、幾つかの例示的情報３９４を記述している。トーンホッピング情報３
０１は、アップリンク論理チャンネルトーンをアップリンク物理的トーンにマップするた
めに使用されるアップリンクトーンホッピング情報、およびダウンリンク論理チャンネル
トーンをダウンリンク物理的トーンにマップするために使用されるダウンリンクトーンホ
ッピング情報を含んでいる。
【００５５】
　モード情報３９９は、フルトーンフォーマットＤＣＣＨモード情報３９７、１／３分割
トーンフォーマットＤＣＣＨモード情報３９５、および２／３分割トーンフォーマットＤ
ＣＣＨモード情報３９３を含んでいる。フルトーンフォーマットＤＣＣＨモード情報３９
７は、１１１のオン状態ビットマスクパターンをフルトーンフォーマットＤＣＣＨモード
のオン状態動作、例えば資源配分の高い状態に関連させる情報を含んでいる。１／３分割
トーンフォーマットＤＣＣＨモード情報３９５は、００１、０１０、および１００のオン
状態ビットマスクパターンを、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態
動作、例えば、資源配分の低い状態に関連させる情報を含んでいる。２／３分割トーンフ
ォーマットＤＣＣＨモード情報３９７は、１１０、１０１、および０１１のオン状態ビッ
トマスクパターンを、２／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態動作、例
えば資源配分の中間状態に関連させる情報を含んでいる。
【００５６】
　図４は、例示的基地局４０２、例示的な無線端末（無線端末１４０４、…、無線端末Ｎ
４０５）、例示的な状態遷移メッセージ信号伝達（状態メッセージ４０６、…、状態遷移
メッセージ４０７）、および種々のモードの無線端末動作に関連させる情報を示す図４０
０である。基地局４０２は、図２の例示的基地局２００であってよい一方、無線端末（４
０４、…、４０５）は、図３の無線端末３００であってよい。この例において、状態遷移
メッセージ４０６は、基地局４０２から無線端末１４０４へと送られるのに対して、状態
遷移メッセージ４０７は基地局４０２から無線端末Ｎ４０５へと送られる。状態遷移メッ
セージ４０６は、基地局割当て無線端末識別子４０８、例えば１…３１の範囲の５ビット
フィールド値、および無線端末オン状態マスク値４１０、例えば３ビットフィールド値を
含んでいる。状態遷移メッセージ４０７は、基地局割当ての無線端末識別子４０９、例え
ば１、…、３１の範囲の５ビットフィールド値４０９、および無線端末オン状態マスク値
４１１、例えば３ビットフィールド値を含んでいる。図４００の例において、状態遷移メ
ッセージの無線端末オン識別子フィールドにおける無線端末オン状態識別子の値は、３１
の専用チャンネルトーン（専用制御チャンネルトーン１４１２、…、専用制御チャンネル
トーン３１４５４）の一つに対応することができる。
【００５７】
　この例では、単一の専用制御チャンネルトーンに対応して、基地局は、（ｉ）１／３分
割トーンフォーマットの三つ以下の異なる無線端末を、専用制御チャンネル信号伝達のた
めの時間共有ベースで使用するための同じトーンに、（ｉｉ）一つの無線端末に、専用制
御チャンネル信号伝達のために専ら使用されるトーンを、または（ｉｉｉ）専用制御チャ
ンネル信号伝達のために時間共有ベースで同じトーンを使用するために、１／３分割トー
ンフォーマットの一つ以下の無線端末および２／３分割トーンフォーマットの一つ以下の
無線端末を、割当てることができる。
【００５８】
　基地局４０２は、三つの無線端末が専用制御チャンネルトーン１に対応する１／３分割
トーンフォーマットで動作することを決定したと考えよう。基地局４０２は、三つの異な
る状態遷移メッセージを三つの異なる無線端末に送る。第一の状態遷移メッセージは、無
線端末オン状態識別子＝００００１：４１４およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝００１：４１６を
含んでいる。第二の状態遷移メッセージは、無線端末オン状態識別子＝００００１：４１
８およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝０１０：４２０を含んでいる。第三の状態遷移メッセージは
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、無線端末オン状態識別子＝００００１：４２２およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１００：４２
４を含んでいる。
【００５９】
　次に、もう一つの選択肢として、基地局４０２は、一つの無線端末が専用チャンネルト
ーン１に対応してフルトーンフォーマットで動作することを決定したと考えよう。該基地
局４０２は、状態遷移 メッセージを、フルトーンフォーマットモードで動作される無線
端末に送る。該状態遷移 メッセージは、無線端末オン状態識別子＝００００１：４２６
およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１１１：４２８を含んでいる。
【００６０】
　次に、別の選択肢として、基地局４０２は、専用制御チャンネルトーン１に対応して、
一つの無線端末が１／３分割トーンフォーマットで動作し、一つの無線端末が２／３分割
トーンフォーマットで動作することを決定したと考えよう。三つの異なる選択肢が可能で
ある。第一の選択肢では、該基地局は、基地局割当ての無線端末識別子＝第一の遷移状態
メッセージを第一の無線端末に送る。第一の代替例において、基地局は、基地局割当ての
無線端末識別子＝００００１：４３０およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝００１：４３２を含む第
一の状態遷移メッセージを第一の無線端末に送り、また基地局割当ての無線端末識別子＝
００００１：４３４およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１１０：４３６を含む第二の状態遷移メッ
セージを、第二の無線端末へと送る。第二の代替例において、該基地局は、基地局割当て
の無線端末識別子＝００００１：４３８およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝０１０：４４０を含む
第一の状態遷移体メッセージを第一の無線端末へと送り、また基地局割当ての無線端末識
別子００００１：４４２およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１０１：４４４を含む第二の状態遷移
メッセージを第二の無線端末へと送る。第三の代替例では、該基地局は、基地局割当てに
よる無線端末識別子＝００００１：４４６およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１００：４４８を含
む第一の状態遷移メッセージを第一の無線端末へと送り、また基地局割当てによる無線端
末識別子＝００００１：４５０およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝０１１：４５２を含む第二の状
態遷移メッセージを第二の無線端末へと送る。
【００６１】
　同様に、基地局４０２が、三つの無線端末は専用制御チャンネルトーン３１に対応する
１／３分割トーンフォーマットで動作すると決定したと考えよう。当該基地局４０２は、
三つの異なる状態遷移メッセージを三つの異なる無線端末へと送る。第一の状態遷移メッ
セージは、無線端末オン状態識別子＝１１１１１：４５６おおびｗｔＯｎＭａｓｋ＝００
１：４５８を含んでいる。第二の状態遷移メッセージは、無線端末オン状態識別子＝１１
１１１：４６０およびｓｔＯｎＭａｓｋ＝０１０：４６２を含んでいる。第三の状態遷移
メッセージは、無線端末オン状態識別子＝１１１１１：４６４およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝
１００：４６６を含んでいる。
【００６２】
　次に、もう一つの選択肢として、基地局４０２が、一つの無線端末は専用制御チャンネ
ルトーン３１に対応してフルトーンフォーマットで動作すべきことを決定したと考えよう
、当該基地局４０２は、フルトーンフォーマットモードで動作されるべき無線端末へと状
態遷移メッセージを送る。該状態遷移メッセージは、無線端末オン状態識別子＝１１１１
１：４６８およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１１１：４７０を含んでいる。
【００６３】
　次に、別の選択肢として、基地局４０２が、専用制御チャンネルトーン３１に対応して
、一つの無線端末は１／３分割トーンフォーマットで動作し、また一つの無線端末は２／
３分割トーンフォーマットで動作すべきことを決定したと考えよう。三つの異なる選択肢
が可能である。第一の選択肢においては、該基地局は、基地局割当てによる無線端末識別
子＝１１１１１：４７２およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝００１：４７４を含む第一の状態遷移
メッセージを第一の無線端末へと送り、基地局割当てによる無線端末識別子＝１１１１１
：４７６およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１１０：４７８を含む第二の状態遷移メッセージを第
二の無線端末へと送る。第二の選択肢では、該基地局は、基地局割当てによる無線端末識
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別子＝１１１１１：４８０およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝０１０：４８２を含む第一の状態遷
移メッセージ第一の無線端末へと送り、また基地局割当てによる無線端末識別子＝１１１
１１：４８４およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１０１：４８６を含む第二の状態遷移メッセージ
を第二の無線端末へと送る。第三の選択肢において、該基地局は、基地局割当ての無線端
末識別子＝１１１１１：４８８およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝１００：４９０を含む第一の状
態遷移メッセージを第一の無線端末へと送り、また基地局割当ての無線端末識別子＝１１
１１１：４９２およびｗｔＯｎＭａｓｋ＝０１１：４９４を含む第二の状態遷移 メッセ
ージを第二の無線端末へと送る。
【００６４】
　この例示的実施形態において、一つの極端な例では、当該基地局は９３以下の無線端末
が同時に１／３トーンフォーマット専用制御チャンネル動作モードであるように割当てる
ことができ、或いは、他の極端な例において、当該基地局は３１の無線端末が同時に１／
３分割トーンフォーマットの動作モードであるように割当てることができる。これら二つ
の極端な例の間において、例えば、少なくとも幾つかの無線端末が、同時に異なる動作モ
ードである混合型が可能であり、ここでの異なる動作モードには、フルトーンフォーマッ
トモード、１／３分割トーンフォーマットモード、および２／３分割トーンフォーマット
モードが含まれる。
【００６５】
　図４は、三つのオン状態モード、即ち、フルトーンフォーマット、１／３分割トーンフ
ォーマット、および２／３分割トーンフォーマットを含む、例示的な実施形態を示してい
る。他の実施形態は、異なるモードおよび／または異なる数のオン状態モードをサポート
してよい。例えば、一つの例示的実施形態はフルトーンフォーマットモードおよび１／３
分割トーンフォーマットモードの両方をサポートしてよいが、２／３分割トーンフォーマ
ットモードをサポートしなくてよい。このような実施形態において、該マスクは３ビット
によって表されることができるであろうし、該マスクは１１１、１００、０１０、または
００１のうちの一つであろうが、状態遷移メッセージは、割当てのために利用可能な四つ
の選択肢を表すために２ビットだけを必要とするであろう。
【００６６】
　幾つかの実施形態は、異なるサイズのオン状態識別子フィールドおよび／またはマスク
を使用し、例えば、利用される特定の実施形態および／または特定の再帰チャンネル構造
に適した資源の異なる分配を容易にする。例えば、一つの実施形態は、アップリンクブロ
ックにおいて１１３のＯＦＤＭトーンおよび対応するダウンリンクブロックにおいて１１
３のＯＦＤＭトーンを使用してよく、また５ビットオン状態識別子フィールドを利用して
よい。しかし、もう一つの実施形態は、アップリンクブロックにおける３３９のＯＦＤＭ
および対応するダウンリンクブロックにおける３３９のＯＦＤＭを使用してよく、従って
、専用制御チャンネルのために利用するために多くのアップリンクトーンが利用可能なの
で、オン状態フィールドのためにより大きなビット数、例えば６ビットを使用してよい。
【００６７】
　図５は、例示的実施形態の例示的な再帰アップリンクチャンネル構造５０１および例示
的な再帰ダウンリンクチャンネル構造５５１の図５００である。この再帰アップリンクチ
ャンネル構造５０１は、ダウンリンクタイミング構造５５１、例えば、再帰チャンネル構
造に従ってダウンリンク信号を送信し、且つアップリンク信号を受信する基地局の観点か
ら、予め定められたタイミングオフセット値の予め定められた許容差に関して同期するタ
イミングであるように制御される。
【００６８】
　縦軸５０２は、アップリンクチャンネル構造論理アップリンクトーンインデックスを表
すのに対して、横軸５０４は、再帰アップリンクタイミング構造内のＯＦＤＭシンボルイ
ンデックシングを表す。一つの例示的実施形態において、該アップリンクチャンネル構造
は、１１３の連続的トーンのブロックを含んでいる。アップリンクチャンネル構造５０１
は、アクセスチャンネルセグメント５０６、アップリンクトラヒックチャンネルセグメン
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ト５０８、専用制御チャンネルセグメント５１０、および他のチャンネルセグメント５１
２を含んでいる。アクセスチャンネルセグメントは、基地局取付け点を使用することを許
され、続いて無線端末オン状態識別子および対応する無線端末オンマスク値を得ることを
許されることを求めている無線端末によって使用される。アップリンクトラヒックチャン
ネルセグメント５０８は、ユーザデータを運ぶ。例えば、アップリンクトラヒックセグメ
ントは、該セグメントを割当てられた無線端末から該セグメントを割当てた基地局へと、
ユーザデータのＭＡＣフレームを運ぶために使用される。専用制御チャンネルセグメント
５１０は、種々のアップリンクレポート、例えばアップリンクトラヒックチャンネル要求
レポート、干渉レポート、ＳＮＲレポート、電力利用可能性レポート、ノイズレポート等
を通信するために、無線端末によって使用される。特定の専用制御チャンネルセグメント
は、特定の基地局割当の無線端末識別子およびマスク値のビットと関連している。
【００６９】
　縦軸５５２は、ダウンリンク チャンネル構造論理ダウンリンクトーンインデックスを
表すのに対して、横軸５５４は、再帰ダウンリンクタイミング構造内におけるＯＦＤＭシ
ンボルインデックシングを表す。該ダウンリンクチャンネル構造は、１１３の連続的トー
ンのブロックを含んでいる。アップリンクチャンネル構造５５１は、放送チャンネルセグ
メント５５６０、トラヒック制御チャンネルセグメント５５８、ダウンリンクトラヒック
チャンネルセグメント５６０、電力制御チャンネルセグメント５６２、および他のチャン
ネルセグメント５６４を含んでいる。放送チャンネルセグメント５５６は、時にはストリ
ップシンボルセグメントと称され、例えばビーコン信号、広帯域同期信号、および他の放
送チャンネル信号、例えば基地局構成情報を運ぶ他の放送信号を含んでいる。トラヒック
制御チャンネルセグメント５５８は、例えば、セグメント伝達アップリンクおよび／また
はダウンリンクトラヒックチャンネル割当て信号を含んでいる。ダウンリンクトラヒック
チャンネルセグメント５６０は、ユーザデータを運ぶ。例えば、ダウンリンクトラヒック
セグメントは、基地局から無線端末割当てのセグメントへと、ユーザデータのＭＡＣフレ
ームを運ぶ。電力制御チャンネルセグメント５６２は、無線端末アップリンク電力制御コ
マンドを運ぶ。例えば、一つの実施形態において、個々の電力制御セグメントは、一つの
ＯＦＤＭシンボル送信時間帯について、一つのトーンのエアリンク資源を表す単一のＯＦ
ＤＭトーンシンボルであり、該トーンシンボルは、無線端末送信電力レベルを制御するた
めに、単一の無線端末に向けられた変調シンボル値を運ぶ。特定の電力セグメントは、特
定の基地局割当ての無線端末識別子およびマスク値のビットに関連付けられる。他のチャ
ンネルセグメント５６４は、例えば、状態遷移メッセージを運ぶために使用される状態遷
移チャンネルセグメントを含んでいる。
【００７０】
　図６は、再帰構造の例示的な専用制御チャンネルセグメントを示す図である。この図６
００の例示的な専用制御チャンネルセグメントは、図５のアップリンクチャンネル構造５
０１の専用制御チャンネルセグメント５１０であってよい。縦軸６０２は、専用制御チャ
ンネルのための論理アップリンクトーンインデックスを表す一方、横軸６０４は、再帰ア
ップリンクタイミング構造内のＯＦＤＭシンボルインデックシングを表す。この例におい
て、各専用制御チャンネルセグメントは、複数のＯＦＤＭシンボル送信時間帯のために一
つの論理アップリンクトーンを使用する。この例示的な実施形態には、専用制御チャンネ
ルによって使用される３１の論理チャンネルアップリンクトーンが存在する（基地局割当
ての無線端末オン状態識別子＝００００１に対応するインデックス＝８１を備えたトーン
６０６、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１０に対応するインデックス＝
８２を備えたトーン６０８、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１に対応
するインデックス８３を備えたトーン６０９、…、基地局割当ての無線端末オン状態識別
子＝１１１１１に対応するインデックス＝１１１を備えたトーン）。第一の縦カラム６１
２は、当該再帰構造における３１の専用制御チャンネルインデックシングされたセグメン
トの第一の組を同定しており、３１のトーンの各々に関連付けられた一つのセグメントは
当該専用制御チャンネルによって使用される。同様に、縦カラム（６１４、６１６、６１
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８、６２０６２２６２４、６２６、６２８）は、当該再帰チャンネル構造におけるインデ
ックシングされたセグメントの追加の組を同定している。この例において、各専用制御チ
ャンネルセグメントは、ｓｅｇ［ｉ］［ｊ］によって同定され、ここでのｉは１…３１の
整数であり，またｊは０…８の整数である。ｉの値は、専用制御チャンネルトーンおよび
基地局割当ての無線端末オン状態識別子を同定し、ｊ値は当該再帰タイミング構造内にお
ける相対的時間位置を同定する。図６にはまた、専用チャンネルセグメントを表す各ボッ
クス内に、当該セグメントに対応する無線端末オン状態マスクビットを同定する三つのビ
ットパターンも存在する。この例において、カラム６１２６１８および６２４のセグメン
トはビットマスクパターンＸＸ１に関連付けられ；カラム６１６２０および６２６のセグ
メントはビットマスクパターンＸ１Ｘに関連付けられ；カラム６１６，６２２および６２
８のセグメントはビットマスクパターン１ＸＸに関連付けられる。
【００７１】
　例えば、例示的な専用制御チャンネルセグメント［３］［０］６３０は、論理アップリ
ンクトーン８３、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１に対応し、またｗ
ｔＯｎＭａｓｋセッティングＸＸ１に対応し、ここでのＸは、「気にするな（don’t car
e）」条件を表す。従って、基地局オン状態識別子＝０００１１、並びに１１１００１０
１１、および１０１の何れか１つに等しい対応するマスク値を割当てられている無線端末
は、当該専用制御チャンネルセグメントを使用するように現在配分されている無線端末で
ある。この例について続けると、例示的な専用制御チャンネルセグメント［３１］［１］
６３２は論理アップリンクトーン１１１、基地局割当ての無線端末識別子＝１１１１１に
対応し、またｗｔオンマスクセッティングＸ１Ｘに対応する。従って、基地局オン状態識
別子＝１１１１１、並びに１１１、０１０、０１１、および１１０の何れかに等しいマス
クを割当てられる無線端末は、専用制御チャンネルセグメントを使用するように現在配分
されている無線端末である。この例について続けると、例示的な専用制御チャンネルセグ
メント［１］［２］６３４は、論理アップリンクトーン８１、基地局割当ての無線端末識
別子＝００００１に対応し、またｗｔオンマスクセッティング１ＸＸに対応する。従って
、基地局オン状態識別子＝００００１、並びに１１１、１００、１１０、および１０１の
何れか１つに等しいマスクを割当てられる無線端末は、当該専用制御チャンネルセグメン
トを使用するように現在配分されている無線端末である。各々の与えられた専用制御チャ
ンネルセグメントについて、基地局および無線端末の両者に知られた予め定められたチャ
ンネル構造情報、無線端末識別子およびｗｔオンマスクの基地局割当て、例えば以前の状
態遷移メッセージに従って、せいぜい一つの無線端末が該セグメントを配分される。
【００７２】
　図７は、例示的なダウンリンク再帰チャンネル構造における例示的電力制御セグメント
７０１のブロックを示す図７００である。ブロック７０１の例示的電力制御セグメントは
、図５の電力制御チャンネルセグメント５６２の一部として含められてよい。縦軸７０２
は、電力制御チャンネルセグメントのための論理ダウンリンクトーンインデックスを表す
一方、横軸７０４は、再帰ダウンリンクタイミング構造内のＯＦＤＭシンボルインデック
シングを表す。この例示的実施形態において、個々の電力制御セグメントは、一つのトー
ンシンボルのエアリンク資源を占有する。行７０６は、トーンインデックス＝１００を備
えたダウンリンク論理トーンを同定する；行７０８は、トーンインデックス＝１０１を備
えたダウンリンク論理トーンを同定する；行７１０は、トーンインデックス＝１０２を備
えたダウンリンク論理トーンを同定する。図７の電力セグメントの各々は、基地局割当て
の無線端末オン状態識別子マスクパターンとの予め定められた関連によって同定される。
行７０６は、トーン１００が（基地局割当ての無線端末オン状態識別子，およびマスクパ
ターン）と連続的に関連付けられることを同定する：（（１，ＸＸ１）、（４，ＸＸ１）
、（７，ＸＸ１）、（１０，ＸＸ１）、（１３，ＸＸ１）、（１６，ＸＸ１）、（１９，
ＸＸ１）、（２２，ＸＸ１）、（２５，ＸＸ１）、（２８，ＸＸ１）、（３１，ＸＸ１）
、（３，Ｘ１Ｘ）、（６，Ｘ１Ｘ）、（９，Ｘ１Ｘ）、（１２，Ｘ１Ｘ）、（１５，Ｘ１
Ｘ）、（１８，Ｘ１Ｘ）、（２１，Ｘ１Ｘ）、（２４，Ｘ１Ｘ）、（２７，Ｘ１Ｘ）、（
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３０，Ｘ１Ｘ）、（２，１ＸＸ）、（５，１ＸＸ）、（８１ＸＸ）、（１１，１ＸＸ）、
（１４，１ＸＸ）、（１７，１ＸＸ）、（２０，１ＸＸ）、（２３，１ＸＸ）、（２６，
１ＸＸ）、（２９，１ＸＸ）。行７０８は、トーン１０１が（基地局割当ての無線端末オ
ン状態識別子，およびマスクパターン）と連続的に関連付けられることを同定する：（（
２，ＸＸ１）、（５，ＸＸ１）、（８，ＸＸ１）、（１１，ＸＸ１）、（１４，ＸＸ１）
、（１７，ＸＸ１）、（２０，ＸＸ１）、（２３，ＸＸ１）、（２６，ＸＸ１）、（２９
，ＸＸ１）、（１，Ｘ１Ｘ）、（４，Ｘ１Ｘ）、（７，Ｘ１Ｘ）、（１０，Ｘ１Ｘ）、（
１３，Ｘ１Ｘ）、（１６，Ｘ１Ｘ）、（１９，Ｘ１Ｘ）、（２２，Ｘ１Ｘ）、（２５，Ｘ
１Ｘ）、（２８，Ｘ１Ｘ）、（３１，Ｘ１Ｘ）、（３，１ＸＸ）、（６，１ＸＸ）、（９
，１ＸＸ）、（１２，１ＸＸ）、（１５，１ＸＸ）、（１８１ＸＸ）、（２１１ＸＸ）、
（２４，１ＸＸ）、（２７，１ＸＸ）、（３０，１ＸＸ）。行７１０は、トーン１０２が
（基地局割当ての無線端末オン状態識別子，およびマスクパターン）と連続的に関連付け
られることを同定する：（（３，ＸＸ１）、（６，ＸＸ１）、（９，ＸＸ１）、（１２，
ＸＸ１）、（１５，ＸＸ１）、（１８，ＸＸ１）、（２１，ＸＸ１）、（２４，ＸＸ１）
、（２７，ＸＸ１）、（３０，ＸＸ１）、（２，Ｘ１Ｘ）、（５，Ｘ１Ｘ）、（８，Ｘ１
Ｘ）、（１１，Ｘ１Ｘ）、（１４，Ｘ１Ｘ）、（１７，Ｘ１Ｘ）、（２０，Ｘ１Ｘ）、（
２３，Ｘ１Ｘ）、（２６，Ｘ１Ｘ）、（２９，Ｘ１Ｘ）、（１１ＸＸ）、（４，１ＸＸ）
、（７，１ＸＸ）、（１０，１ＸＸ）、（１３，１ＸＸ）、（１６，１ＸＸ）、（１９，
１ＸＸ）、（２２，１ＸＸ）、（２５，１ＸＸ）、（２８１ＸＸ）、（３１１ＸＸ）。
【００７３】
　一例として、電力制御セグメント７１２を考えよう。基地局は、当該セグメント、例え
ば、無線端末音状態識別子２１（１０１０１）を割当てられており、当該セグメント、例
えばトーン－シンボルを使用して、Ｘ１Ｘにマッチする対応するマスク（例えば該マスク
は１１１、０１０，１１０または０１１のうちの１つである）を割当てられている無線端
末に向けられる電力制御コマンドを送る。この例示的実施形態においては、当該基地局取
付け点を使用するせいぜい一つの端末が、この条件を満たすことができる。
【００７４】
　図８は、例示的な再帰ダウンリンクトラヒックチャンネル構造８０１を含む図８００で
ある。例示的ダウンリンクトラヒックチャンネル構造８０１は、図５の例示的なダウンリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント５６０である。例示的ダウンリンクトラヒックチャ
ンネル構造８０１は、８つのインデックスされたダウンリンクトラヒックチャンネルセグ
メント（ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント０：８０６、ダウンリンクトラヒ
ックチャンネルセグメント１８１０、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント２：
８１０、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント３：８１２、ダウンリンクトラヒ
ックチャンネルセグメント４：８１４、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント５
：８１６、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント６：８１８、ダウンリンクトラ
ヒックチャンネルセグメント７：８２０、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント
８：８２２）を含んでいる。縦軸８０２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメン
トのための論理ダウンリンクトーンインデックスを表す一方、横軸８０４は、再帰ダウン
リンクタイミング構造でインデックスされたＯＦＤＭシンボルを示す。この例示的実施形
態において、各トラヒックチャンネルセグメントは、複数のＯＦＤＭシンボル送信時間の
ための複数のトーンを含んでいる。
【００７５】
　この例示的ダウンリンクトラヒックチャンネル構造において、ダウンリンクトラヒック
チャンネルセグメント０：８０６は、ＸＸ１のオン状態マスクを有する無線端末に割当て
られることができ、ここでのＸは、「気にするな条件」を表す。従って、オン状態マスク
１１１、００１、１０１、または０１１を備えた無線端末は、ＤＬ・ＴＣＨセグメント０
：８０６を割当てられることができる一方、１００、０１０、または１１０のオン状態マ
スクを備えた無線端末は、セグメント８０６を割当てられることができない。ダウンリン
クトラヒックチャンネルセグメント３：８１２は、Ｘ１Ｘのオン状態マスク値を有する無
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線端末に割当てられることができ；ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント６：８
１８は、１ＸＸのオン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることができる。
【００７６】
　この例示的なダウンリンクトラヒックチャンネル構造において、ダウンリンクトラヒッ
クチャンネルセグメント１：８０８は、Ｘ１Ｘまたは１ＸＸのオン状態マスク値を有する
無線端末に割当てられることができ、ここでのＸは、「気にするな条件」である。従って
、該セグメント８０８は、１１１、１００、０１０、１１０、１０１、または０１１のオ
ン状態マスクを有する無線端末に割当てられることができるが、００１のオン状態マスク
を有する無線端末には割当てられることができない。加えて、この例示的構造において、
ダウンリンクチャンネルセグメント１：８０８に対応する割当て情報は、当該セグメント
の割当てに関連付けることができる第一の潜在的ビットマスクパターンＸ１Ｘと、当該セ
グメントに関連付けることができる第二の潜在的ビットマスクパターン１ＸＸの間を識別
するために使用されるビットマスク識別子、例えば単一のビットを含んでいる。例えば、
セグメント８０８はビットマスク＝０１０を備えた無線端末に割当てられるべきことを基
地局が決定すると、該基地局は、対応する割当て情報におけるビットマスク識別子を０に
セットする一方、セグメント８０８はビットマスク＝１００を備えた無線端末に割当てら
れるべきことを基地局が決定すれば、該基地局は対応する割当て情報におけるビットマス
ク識別子を１に設定する。
【００７７】
　ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント２：８１０は、ＸＸ１またはＸ１Ｘのオ
ン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることができる。ダウンリンクトラヒック
チャンネルセグメント４：８１４は、ＸＸ１または１ＸＸのオン状態マスク値を有する無
線端末に割当てられることができる。ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント５：
８１６は、Ｘ１Ｘまたは１ＸＸのオン状態マスク値を有する無線端末に割当てられること
ができる。ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント７：８２０は、ＸＸ１またはＸ
１Ｘのオン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることができる。ダウンリンクト
ラヒックチャンネルセグメント８：８２２は、１ＸＸまたはＸＸ１のオン状態マスク値を
有する無線端末に割当てられることができる。
【００７８】
　この例示的実施形態において、オン状態マスク＝１１１を有するオン状態動作のフルト
ーンフォーマットモードにある無線端末は、潜在的に、９つのダウンリンクトラヒックチ
ャンネルセグメントの何れかを割当てられることができると観察されるかもしれない。０
０１、０１０および１００の１つに等しいオン状態マスクを有する１／３分割トーンフォ
ーマットモードのオン状態動作にある無線端末は、潜在的に、５つのダウンリンクトラヒ
ックチャンネルセグメントの何れかを割当てられることができる。例えば、オン状態マス
ク＝００１を備えた無線端末は、セグメント０、２、４、７および８の何れかを割当てら
れることができる。１１０，１０１および０１１の１つに等しいオン状態マスクを有する
２／３分割トーンフォーマットモードのオン状態動作にある無線端末は、潜在的に、８つ
のダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントの何れかを割当てられることができる。
例えば、オン状態マスク＝１１０を備えた無線端末は、セグメント１、２、３、４、５、
６、７および８の何れかを割当てられることができる。
【００７９】
　図９は、例示的な再帰アップリンクトラヒックチャンネル構造９０１を含む図９００で
ある。例示的なアップリンクトラヒックチャンネル構造９０１は、図５の例示的アップリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント５０８であってよい。例示的アップリンクトラヒッ
クチャンネル構造９０１は、８つのインデックスされたアップリンクトラヒックチャンネ
ルセグメント（アップリンクトラヒックチャンネルセグメント０：９０６、アップリンク
トラヒックチャンネルセグメント１：９０８、アップリンクトラヒックチャンネルセグメ
ント２：９１０、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント３：９１２、アップリン
クトラヒックチャンネルセグメント４：９１４、アップリンクトラヒックチャンネルセグ



(30) JP 4955765 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

メント５：９１６、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント６：９１８、アップリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント７：９２０、アップリンクトラヒックチャンネルセ
グメント８：９２２）を含んでいる。縦軸９０２は、アップリンクトラヒックチャンネル
セグメントのための論理アップリンクトーンインデックスを表す一方、横軸９０４は、再
帰アップリンクタイミング構造でインデックスするＯＦＤＭシンボルを示している。この
例示的実施形態において、各トラヒックチャンネルセグメントは、複数のＯＦＤＭシンボ
ル送信時間帯のための複数のトーンを含んでいる。
【００８０】
　この例示的アップリンクトラヒックチャンネル構造において、アップリンクトラヒック
チャンネルセグメント０：９０６は、ＸＸ１のオン状態マスク値を有する無線端末に割当
てられることができ、ここでのＸは、「気にするな条件」を表す。従って、１１１、００
１、１０１、または０１１のオン状態マスクを備えた無線端末は、ＵＬ・ＴＣＨセグメン
ト０：９０６を割当てられることができる一方、１１０、０１０または１１０のオン状態
マスクを備えた無線端末は、セグメント９０６を割当てられることができない。アップリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント３：９１２は、Ｘ１Ｘのオン状態マスク値を有する
無線端末に割当てられることができ、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント６：
９１８は、１ＸＸのオン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることができる。
【００８１】
　この例示的なアップリンクトラヒックチャンネル構造において、アップリンクトラヒッ
クチャンネルセグメント１：９０８は、Ｘ１Ｘまたは１ＸＸのオン状態マスク値を有する
無線端末に割当てられることができ、ここでのＸは、「気にするな条件」を表す。従って
、セグメント９０８は、１１１、１００、０１０、１１０、１０１、または０１１のオン
状態マスクを有する無線端末に割当てられることができるが、００１のオン状態マスクを
有する無線端末に割当てられることはできない。加えて、この例示的な構造において、ア
ップリンクトラヒックチャンネルセグメント１：９０８に対応する割当て情報は、当該セ
グメントの割当てに関連付けできる第一の潜在的ビットマスクパターンＸ１Ｘと、当該セ
グメントに関連付けできる第二の潜在的ビットマスクパターン１ＸＸとの間を識別するた
めに使用されるビットマスク識別子、例えば単一ビットを含んでいる。例えば、該基地局
が、セグメント９０８はビットマスク＝０１０を備えた無線端末に割当てられるべきこと
を決定すれば、該基地局は対応する割当て情報におけるビットマスク識別子を０にセット
する一方、該基地局が、セグメント９０８はビットマスク＝１００を備えた無線端末に割
当てられるべきことを決定すれば、該基地局は、対応する割当て情報におけるビットマス
ク識別子を１にセットする。
【００８２】
　アップリンクトラヒックチャンネルセグメント２：９１０は、ＸＸ１またはＸ１Ｘのオ
ン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることができる。アップリンクトラヒック
チャンネルセグメント４：９１４は、ＸＸ１または１ＸＸのオン状態マスクを有する無線
端末に割当てられることができる。アップリンクトラヒックチャンネルセグメント５：９
１６は、Ｘ１Ｘまたは１ＸＸのオン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることが
できる。アップリンクトラヒックチャンネルセグメント７：９２０は、ＸＸ１またはＸ１
Ｘのオン状態マスク値を有する無線端末に割当てられることができる。アップリンクトラ
ヒックチャンネルセグメント８：９２２は、１ＸＸまたはＸＸ１のオン状態マスク値を有
する無線端末に割当てられることができる。
【００８３】
　この例示的実施形態においては、オン状態マスク＝１１１を有するフルトーンフォーマ
ットモードのオン状態動作にある無線端末には、潜在的に、９つのアップリンクトラヒッ
クチャンネルセグメントの何れかを割当てできることが観察される可能性がある。００１
、０１０および１００の一つに等しいオン状態マスクを有する１／３分割トーンフォーマ
ットモードにある無線端末は、潜在的に、５つのアップリンクトラヒックチャンネルセグ
メントの何れかを割当てられることができる。例えば、オン状態マスク＝００１を備えた
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無線端末は、セグメント０、２、４、７、および８の何れかを割当てられることができる
。１１０、１０１および０１１の何れかに等しいオン状態マスクを有する２／３分割トー
ンフォーマットモードにある無線端末は、潜在的に、８つのアップリンクトラヒックチャ
ンネルセグメントの何れかを割当てられることができる。例えば、オン状態マスク＝０１
１を備えた無線端末は、セグメント０、１、２、３、４、５、７および８の何れかを割当
てられることができる。
【００８４】
　図１０は、基地局割当ての無線端末識別子および対応するマスクを複数の無線端末へと
運ぶ、例示的な状態遷移メッセージ信号伝達を示す図１０００である。図１０００は、例
示的基地局１００２および例示的無線端末（無線端末Ａ１００４、無線端末Ｂ１００６、
無線端末Ｃ１００８、無線端末Ｄ１０１０、無線端末Ｅ１０１２、無線端末Ｆ１０１４）
。基地局１００２は、図２の例示的な基地局２００であってよい一方、無線端末（１００
４，１００６，１００８１０１０，１０１２，１０１４）は、図３の無線端末３００であ
ってよい。
【００８５】
　基地局１００２は、資源、例えばエアリンク資源をＷＴ・Ａ１００４に配分し、状態遷
移メッセージ１：６１４を無線端末Ａ１００４へと送信する。状態遷移メッセージ１６１
４は、００００１の５ビット識別子（１）１６１６を通信する無線端末オン識別子フィー
ルド、およびビットパターン１１１：１６１８を通信する無線端末オンマスクフィールド
を含んでいる。無線端末Ａ１００４は、状態遷移メッセージ１６１４を受信し、該メッセ
ージを処理して通信された情報を復旧し、その基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝
００００１（１）および対応する無線端末オンマスク＝１１１を保存する。ＷＴ・Ａ１０
０４は、それがオン状態動作の第一のモード、フルトーンフォーマットＤＣＣＨモードに
おいて遷移したことを認識する。ＷＴ・Ａ１００４は、それが配分されている資源、例え
ばアップリンク専用チャンネルセグメントおよびダウンリンク無線端末遷移電力制御セグ
メントを識別する。
【００８６】
　基地局１００２は、資源をＷＴ・Ｂ１００６に配分し、状態遷移メッセージ１６２０を
無線端末Ｂ１００６へと送信する。状態遷移メッセージ１６２０は、０００１０（２）の
５ビット識別子を通信する無線端末オン識別子フィールド１６２２、およびビットパター
ン００１を通信する無線端末オンマスクフィールド１６２４を含んでいる。無線端末Ｂ１
００６は、状態遷移メッセージ１６２０を受信し、該メッセージを処理して通信された情
報を復旧し、その基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１０（２）および対応
する無線端末オンマスク＝００１を保存する。ＷＴ・Ｂ１００６は、それがオン状態動作
の第二のモード、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードにおいて遷移したことを
認識する。ＷＴ・Ｂ１００６は、それが配分されている資源を識別する。
【００８７】
　基地局１００２は、資源をＷＴ・Ｃ１００８に配分し、状態遷移メッセージ１６２６を
無線端末Ｃ１００８へ送信する。状態遷移メッセージ１６２６は、０００１０（２）の５
ビット識別子を通信する無線端末オン識別子フィールド１６２８、およびビットパターン
０１０を通信する無線端末オンマスクフィールド１６３０を含んでいる。無線端末Ｃ１０
０８は、状態遷移メッセージ１６２６を受信し、該メッセージを処理して通信された情報
を復旧し、その基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１０（２）および対応す
る無線端末オンマスク＝０１０を保存する。ＷＴ・Ｃ１００８は、それがオン状態動作の
第二のモード、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードにおいて遷移したことを認
識する。ＷＴ・Ｂ１００８は、それが配分されている資源を識別する。
【００８８】
　基地局１００２は、資源をＷＴ・Ｄ１０１０に配分し、状態遷移メッセージ１６３２を
無線端末Ｄ１０１０へ送信する。状態遷移メッセージ１６３２は、０００１０（２）の５
ビット識別子を通信する無線端末オン識別子フィールド１６３４、およびビットパターン
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１００を通信する無線端末オンマスクフィールド１６３６を含んでいる。無線端末Ｄ１０
１０は、状態遷移メッセージ１６３２を受信し、該メッセージを処理して通信された情報
を復旧し、その基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１０（２）および対応す
る無線端末オンマスク＝１００を保存する。ＷＴ・Ｄ１０１０は、それがオン状態動作の
第二のモード、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードにおいて遷移したことを認
識する。ＷＴ・Ｄ１０１０は、それが配分されている資源を識別する。
【００８９】
　基地局１００２は、資源をＷＴ・Ｅ１０１２に配分し、状態遷移メッセージ１６３２を
無線端末Ｅ１０１２へ送信する。状態遷移メッセージ１６３８は、０００１１（３）の５
ビット識別子を通信する無線端末オン識別子フィールド１６４０、およびビットパターン
０１１を通信する無線端末オンマスクフィールド１６４２を含んでいる。無線端末Ｅ１０
１２は、状態遷移メッセージ１６３８を受信し、該メッセージを処理して通信された情報
を復旧し、その基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１（３）および対応す
る無線端末オンマスク＝０１１を保存する。ＷＴ・Ｅ１０１２は、それがオン状態動作の
第三のモード、２／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードにおいて遷移したことを認
識する。ＷＴ・Ｅ１０１２は、それが配分されている資源を識別する。
【００９０】
　基地局１００２は、資源をＷＴ・Ｆ１０１４に配分し、状態遷移メッセージ１６４４を
無線端末Ｆ１０１４へ送信する。状態遷移メッセージ１６４４は、０００１１（３）の５
ビット識別子を通信する無線端末オン識別子フィールド１６４６、およびビットパターン
１００を通信する無線端末オンマスクフィールド１６４８を含んでいる。無線端末Ｆ１０
１４は、状態遷移メッセージ１６４４を受信し、該メッセージを処理して通信された情報
を復旧し、その基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１（３）および対応す
る無線端末オンマスク＝１００を保存する。ＷＴ・Ｆ１０１４は、それがオン状態動作の
第二のモード、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードにおいて遷移したことを認
識する。ＷＴ・Ｆ１０１４は、それが配分されている資源を同定する。
【００９１】
　図１１は、図１０の例示的状態遷移メッセージ信号伝達に従ってＷＴに配分された専用
制御チャンネル資源を同定する図１１００である。図１１の専用制御チャンネル構造は、
図６の例示的構造に対応してよい。縦軸１１０２は、専用制御チャンネルのための論理ア
ップリンクトーンインデックスを表すのに対して、横軸１１０４は、再帰アップリンクタ
イミング構造内でのＯＦＤＭシンボルインデックシングを表す。この例において、各専用
制御チャンネルセグメントは、複数のＯＦＤＭシンボル送信時間帯について一つの論理ア
ップリンクトーンを使用する。この例示的な実施形態には、専用チャンネルによって使用
される３１の論理的チャンネルアップリンクトーンが存在する（基地局割当ての無線端末
オン状態識別子＝００００１（１）に対応するインデックス＝８１を備えたトーン１１０
６、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１０（２）に対応するインデックス
＝８２を備えたトーン１１０８、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１（
３）に対応するインデックス＝８３を備えたトーン１１０９……、基地局割当ての無線端
末オン状態識別子＝１１１１１（３１）に対応するインデックス＝１１１を備えたトーン
）。第一の縦カラム１１１２は、当該再帰構造における３１の専用制御チャンネルインデ
ックシングセグメントの第一の組を同定し、この３１のトーンの各々に関連付けられた一
つのセグメントが当該専用制御チャンネルによって使用される。同様に、縦カラム（１１
１４，１１１６，１１１８、１１２０，１１２２，１１２４，１１２６，１１２８）は、
当該再帰チャンネル構造におけるインデックシングされたセグメントの追加の組を同定す
る。論理アップリンクトーン８：１１１０６に対応して、９つの専用制御チャンネルセグ
メントがＷＴ・Ａに配分される。論理アップリンクトーン８２・１１０８に対応して、９
つのインデックシングされた専用制御チャンネルセグメントが、それぞれ（ＷＴ・Ｂ、Ｗ
Ｔ・Ｃ、ＷＴ・Ｄ、ＷＴ・Ｂ、ＷＴ・Ｃ、ＷＴ・Ｄ、ＷＴ・Ｂ、ＷＴ・Ｃ、ＷＴ・Ｄ）に
配分される。論理アップリンクトーン８２・１１０８に対応して、９つのインデックシン
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グされた専用制御チャンネルセグメントが、それぞれ（ＷＴ・Ｅ、ＷＴ・Ｅ、ＷＴ・Ｆ、
ＷＴ・Ｅ、ＷＴ・Ｅ、ＷＴ・Ｆ、ＷＴ・Ｅ、ＷＴ・Ｅ、ＷＴ・Ｆ）に配分される。
【００９２】
　図１２は、図１０の例示的な状態遷移メッセージ信号伝達に従ってＷＴに配分されたダ
ウンリンク電力制御チャンネル資源を同定する図１２００である。図１２の専用制御チャ
ンネル構造は、図７の例示的構造に対応してよい。図１２００は、例示的ダウンリンク再
帰チャンネル構造における例示的電力制御セグメント１２０１のブロックを含んでいる。
縦軸１２０２は、電力制御チャンネルセグメントのための論理ダウンリンクトーンインデ
ックスを表すのに対して、横軸１２０４は、再帰ダウンリンクタイミング構造内のＯＦＤ
Ｍシンボルインデックシングを表す。この例示的実施形態において、個々の電力セグメン
トは一つのトーンシンボルのエアリンク資源を占有する。行１２０６は、トーンインデッ
クス＝１００を備えたダウンリンク論理トーンを同定し；行１２０８は、トーンインデッ
クス＝１０１を備えたダウンリンク論理トーンを同定し；行１２１０は、トーンインデッ
クス＝１０２を備えたダウンリンク論理トーンを同定する。行（１２０６，１２０８１２
１０）のセグメント（１２１２，１２１４，１２１６）は、それぞれ無線端末Ａ１００４
に配分される。行１２０８のセグメント１２１８は、無線端末Ｂ１００６に配分される。
行１２１０のセグメント１２２０は、無線端末Ｃ１００８に配分される。行１２１６のセ
グメント１２２２は、無線端末Ｄ１００６に配分される。行（１２１０，１２０６）のセ
グメント（１２２４，１２２６）は、それぞれ無線端末Ｅ１０１２に配分される。行１２
０８のセグメント１２２８は、無線端末Ｆ１０１０に配分される。
【００９３】
　図１３は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメントに対応する例示的な割当てお
よび割当て情報信号伝達を示す図１３００である。図９に関して説明した例示的なアップ
リンクトラヒックチャンネル構造は、図１３に関して基地局１００２および無線端末１０
０４、１００６、１００８、１０１０、１０１２、１０１４によって使用されるアップリ
ンク構造であってよい。
【００９４】
　基地局１００２は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント０９０６を無線端末
Ａ１００４に割当てることを決定し、割当てを発生して、割当て信号１３０２を放送する
。割当て信号１３０２は、ＷＴ・Ａ１００４を該割当ての意図されたレシピエントとして
同定する無線端末オン状態識別子＝００００１を含んでいる。基地局１００２は、アップ
リンクトラヒックチャンネルセグメント１９０８を無線端末Ｃ１００８に割当てることを
決定し、割当てを発生して、割当て信号１３０４を放送する。割当て信号１３０４は、無
線端末オン状態識別子＝０００１０およびマスク識別子＝０を含んでおり、これらの組合
せにより、ＷＴ・Ａ１００４を当該割当ての意図されたレシピエントとして同定する。基
地局１００２は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント２・９１０を無線端末Ｂ
１００６に割当てることを決定し、割当てを発生して、割当て信号１３０６を放送する。
割当て信号１３０６は、無線端末オン状態識別子＝０００１０およびマスク識別子＝０を
含んでおり、これらはＷＴ・Ｂ１００６を当該割当ての意図されたレシピエントとして同
定する。
【００９５】
　基地局１００２は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント３・９１２を無線端
末Ｅ１０１２に割当てることを決定し、割当てを発生して、割当て信号１３０８を放送す
る。割当て信号１３０８は、ＷＴ・Ｅ１０１２を該割当ての意図されたレシピエントとし
て同定する無線端末オン状態識別子＝０００１１を含んでいる。基地局１００２は、アッ
プリンクトラヒックチャンネルセグメント４・９１４を無線端末Ｆ１０１４に割当てるこ
とを決定し、割当てを発生して、割当て信号１３１０を放送する。割当て信号１３１０は
、無線端末オン状態識別子＝０００１１およびマスク識別子＝１を含んでおり、これらの
組合せにより、ＷＴ・Ｆ１０１４を当該割当ての意図されたレシピエントとして同定する
。
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【００９６】
　基地局１００２は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント５・９１６を無線端
末Ａ１００４に割当てることを決定し、割当を発生し、割当て信号１３１２を放送する。
割当て信号１３１２は、無線端末オン状態識別子＝００００１およびマスク識別子＝Ｘを
含んでおり、個々でのＸは「気にするな条件」である。この例示的な割当てでは、該割当
てにおいて通信される無線端末オン状態識別子は、該割当てを運び、またＷＴ・Ａ１００
４を該割当ての意図したレシピエントとして同定するために充分である。何故なら、他の
無線端末は該基地局取付け点に関して、該基地局割当てのオン状態識別子を共有しないか
らである。
【００９７】
　基地局１００２は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント６・９１８を無線端
末Ｄ１０１０に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１３１４を放送する
。割当て信号１３１４は、ＷＴ・Ｄ１０１０を該割当ての意図したレシピエントとして同
定する無線端末オン状態識別子＝０００１０を含んでいる。基地局１００２は、アップリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント７：９２０を無線端末Ａ１００４に割当てることを
決定し、割当てを発生し、割当て信号１３１６を放送する。割当て信号１３１６は、無線
端末オン状態識別子＝００００１およびマスク識別子＝Ｘを含んでいる。この例示的割当
てでは、該割当てにおいて通信される無線端末オン状態識別子は、該割当てを運び、且つ
該割当ての意図されたレシピエントとしてＷＴ・Ａ１００４を同定するために充分である
。何故なら、他の無線端末は、該基地局取付け点に関して該基地局割当てのオン状態識別
子を共有しないからである。
【００９８】
　基地局１００２は、アップリンクトラヒックチャンネルセグメント８・９２２を無線端
末Ｅ１０１２に割当てることを決定し、割当を発生し、割当て信号１３１８を放送する。
割当て信号１３１８は、無線端末オン状態識別子＝０００１１およびマスク識別子＝１を
含んでおり、これらの組合せが、該割当ての意図したレシピエントとしてＷＴ・Ｅ１０１
２を同定する。
【００９９】
　破線の矢印１３２０は、割当てが意図されている無線端末を同定するために使用される
。ＷＴ・Ａは、割当て信号を受信および処理し、それがアップリンクトラヒックチャンネ
ルセグメント０，５および７を配分されたことを認識する。ＷＴ・Ｂは、割当て信号を受
信および処理して、それがアップリンクトラヒックチャンネルセグメント２を配分された
ことを認識する。ＷＴ・Ｃは、割当て信号を受信および処理して、それがアップリンクト
ラヒックチャンネルセグメント１を割当てられたことを認識する。ＷＴ・Ｄは、割当て信
号を受信および処理して、それがアップリンクトラヒックチャンネルセグメント６を割当
てられたことを認識する。ＷＴ・Ｅは、割当て信号を受信および処理して、それがアップ
リンクトラヒックチャンネルセグメント３および８を割当てられたことを認識する。ＷＴ
・Ｆは、割当て信号を受信および処理して、それがアップリンクトラヒックチャンネルセ
グメント４を割当てられたことを認識する。
【０１００】
　図１４は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントに対応する、例示的な割当て
、および割当て情報信号伝達を示す図４００である。図８に関して説明した例示的なダウ
ンリンクトラヒックチャンネル構造は、図１４については、基地局１００２および無線端
末１００４、１００６、１００８１０１０、１０１２、１０１４によって使用されるダウ
ンリンク構造であってよい。
【０１０１】
　基地局１００２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント０８０６を無線端末
Ｅ・１０１２に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４０２を放送する
。割当て信号１４０２は、無線端末オン状態識別子＝０００１１を含んでおり、これは該
割当ての意図したレシピエントとしてＷＴ・Ｅを同定する。基地局１００２は、ダウンリ
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ンクトラヒックチャンネルセグメント１８０８を無線端末Ａ・１００４に割当てることを
決定し、割当てを発生し、割当て信号１４０４を放送する。割当て信号１４０４は、無線
端末オン状態識別子＝００００１およびマスク識別子＝Ｘを含んでいる。この特定の割当
てについて、該無線端末オン状態識別子は、ＷＴ・Ａを該割当ての意図したレシピエント
として同定するために充分である。何故なら、ＷＴ・Ａはその基地局割当ての無線端末オ
ン状態識別子を、当該基地局取付け点に関して他の無線端末と共有しないからである。基
地局１００２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント２：８１０を無線端末Ａ
１００４に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４０６を放送する。 
割当て信号１４０６は、無線端末オン状態識別子＝００００１およびマスク識別子＝Ｘを
含んでいる。この特定の割当てについて、該無線端末オン状態識別子は、ＷＴ・Ａを該割
当ての意図したレシピエントとして同定するために充分である。何故なら、ＷＴ・Ａはそ
の基地局割当ての無線端末オン状態識別子を、当該基地局取付け点に関して他の無線端末
と共有しないからである。
【０１０２】
　基地局１００２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント３：８１２を無線端
末Ａ・１００２に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４０８を放送す
る。割当て信号１４０８は、無線端末オン状態識別子＝００００１を含んでおり、これは
該割当ての意図されたレシピエントとしてＷＴ・Ａを同定する。基地局１００２は、ダウ
ンリンクトラヒックチャンネルセグメント４・８１４を無線端末Ａ１００６に割当てるこ
とを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４１０を放送する。 割当て信号１４１０は
、無線端末オン状態識別子＝０００１０およびマスク識別子＝０を含んでおり、これらの
組合せが、ＷＴ・Ｂ１００６を、該割当ての意図したレシピエントとして同定する。
【０１０３】
　基地局１００２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント５：８１６を無線端
末Ｅ１０１２に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４１２を放送する
。割当て信号１４１２は、無線端末オン状態識別子＝０００１１およびマスク識別子＝０
を含んでおり、これらの組合せによって、ＷＴ・Ｅ１０１２を該割当ての意図されたレシ
ピエントとして同定する。
【０１０４】
　基地局１００２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント６：８１８を無線端
末Ｆ１０１４に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４１４を放送する
。割当て信号１４１４は、無線端末オン状態識別子＝０００１１を含んでおり、これは該
割当ての意図したレシピエントとしてＷＴ・Ｆ１０１４を同定する。基地局１００２は、
ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント７：８２０を無線端末Ｃ１００４に割当て
ることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４１６を放送する。割当て信号１４１６
は、無線端末オン状態識別子＝０００１０およびマスク識別子＝１を含んでおり、これら
の組合せにより、該割当ての意図したレシピエントとしてＷＴ・Ｃ１００８を同定する。
基地局１００２は、ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント８：８２２を無線端末
Ｄ１０１０に割当てることを決定し、割当てを発生し、割当て信号１４１８を放送する。
割当て信号１４１８は、無線端末オン状態識別子＝０００１０およびマスク識別子＝０を
含んでおり、これらの組合せにより、ＷＴ・Ｄ１０１０を該割当ての意図したレシピエン
トとして同定する。
【０１０５】
　破線の矢印１４２０は、割当てが意図されている無線端末を同定するために使用される
。ＷＴ・Ａは、割当て信号を受信および処理し、それがダウンリンクトラヒックチャンネ
ルセグメント１２および３を配分されたことを認識する。ＷＴ・Ｂは、割当て信号を受信
および処理して、それがダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント４を配分されたこ
とを認識する。ＷＴ・Ｃは、割当て信号を受信および処理して、それがダウンリンクトラ
ヒックチャンネルセグメント７を割当てられたことを認識する。ＷＴ・Ｄは、割当て信号
を受信および処理して、それがダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント８を割当て
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られたことを認識する。ＷＴ・Ｅは、割当て信号を受信および処理して、それがダウンリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント０および５を割当てられたことを認識する。ＷＴ・
Ｆは、割当て信号を受信および処理して、それがダウンリンクトラヒックチャンネルセグ
メント６を割当てられたことを認識する。
【０１０６】
　この例示的な実施形態において、対応するトラヒックチャンネルセグメントのための各
割当ては、ダウンリンクタイミング構造内の予め定められた位置において送信される；該
予め定められた位置およびトラヒックチャンネルセグメントに対する関係は、基地局およ
び無線端末の両方に知られている。従って、割当て信号におけるトラヒックセグメントの
インデックスを同定するために、情報ビットを使用する必要はない。幾つかのトラヒック
チャンネルセグメント割当てのための幾つかの実施形態においては、複数のトラヒックチ
ャンネル割当てが同じトラヒック制御チャンネルメッセージ信号において通信され、例え
ば、複数の含められた割当ては、トラヒック制御チャンネル信号内の予め定められたスロ
ット位置を有している。
【０１０７】
　図１５は、図１０の例示的な無線端末状態遷移メッセージおよび図１３および図１４の
例示的なトラヒックチャンネル割当の観点からの、基地局１００２とＷＴ（ＷＴ・Ａ１０
０４、ＷＴ・Ｂ１００６、ＷＴ・Ｃ１００８、ＷＴ・Ｄ１０１０、ＷＴ・Ｅ１０１２、Ｗ
Ｔ・Ｆ１０１４）の間の例示的な信号伝達を示す図１５００である。
【０１０８】
　矢印１５０２は、図１２の三つの配分されたセグメント（１２１２，１２１４，１２１
６）を使用して、基地局１００２から無線端末Ａ１００４へと送信されるダウンリンク電
力制御信号を表す。矢印１５０４は、三つの配分されたセグメント（セグメント１２およ
び３）を使用して、基地局１００２から無線端末Ａ１００４へと送信されるダウンリンク
トラヒックチャンネルセグメント信号を表す。矢印１５０６は、論理アップリンクトーン
８１に対応する図１１のＷＴ・Ａ１００４に配分された９の専用制御チャンネルセグメン
トを使用して、ＷＴ・Ａ１００４から基地局１００２へと送信されるアップリンク専用制
御チャンネルセグメント信号を表す。矢印１５０８は、ＷＴ・Ａ１００４に配分された三
つのアップリンクトラヒックチャンネルセグメント（セグメント０、セグメント５、セグ
メント７）を使用して、ＷＴ・Ａ１００４から基地局１００２へと送信されるアップリン
クトラヒックチャンネルセグメント信号を表す。
【０１０９】
　矢印１５１０は、図１２の一つの配分されたセグメント（セグメント１２１８）を使用
して、基地局１００２から無線端末Ｂ１００６へと送信されるダウンリンク電力制御信号
を表す。矢印１５１２は、一つの配分されたダウンリンクトラヒックチャンネルセグメン
ト（セグメント４）を使用して、基地局１００２から無線端末Ｂ１００６へと送信される
ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を表す。矢印１５１４は、論理アップ
リンクトーン８２に対応する図１１のＷＴ・Ｂ１００６に配分された三つの専用制御チャ
ンネルセグメントを使用して、ＷＴ・Ｂ１００６から基地局１００２へと送信されるアッ
プリンク専用制御チャンネルセグメント信号を表す。矢印１５１６は、ＷＴ・Ｂ１００６
に配分された一つのアップリンクトラヒックチャンネルセグメント（セグメント２）ヲ使
用して、ＷＴ・Ｂ１００６から基地局１００２へと送信されるアップリンクトラヒックチ
ャンネルセグメント信号を表す。
【０１１０】
　矢印１５１８は、図１２の一つの配分されたセグメント（セグメント１２２０）を使用
して、基地局１００２から無線端末Ｃ１００８へと送信されるダウンリンク電力制御信号
を表す。矢印１５２０は、一つの配分されたダウンリンクトラヒックチャンネルセグメン
ト（セグメント７）を使用して、基地局１００２から無線端末Ｃ１００８へと送信される
ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を表す。矢印１５２２は、論理アップ
リンクトーン８２に対応する図１１のＷＴ・Ｃ１００８に配分された三つの専用制御チャ
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ンネルセグメントを使用して、ＷＴ・Ｃ１００８から基地局１００２へと送信されるアッ
プリンク専用制御チャンネルセグメント信号を表す。矢印１５２４は、ＷＴ・Ｃ１００８
に配分された一つのアップリンクトラヒックチャンネルセグメント（セグメント１)を使
用して、ＷＴ・Ｃ１００８から基地局１００２へと送信されるアップリンクトラヒックチ
ャンネルセグメント信号を表す。
【０１１１】
　矢印１５１６は、図１２の一つの配分されたセグメント（セグメント１２２２）を使用
して、基地局１００２から無線端末Ｄ１０１０へと送信されるダウンリンク電力制御信号
を表す。矢印１５２８は、一つの配分されたダウンリンクトラヒックチャンネルセグメン
ト（セグメント８）を使用して、基地局１００２から無線端末Ｄ１０１０へと送信される
ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を表す。矢印１５３０は、論理アップ
リンクトーン８２に対応する図１１のＷＴ・Ｄ１００８に配分された三つの専用制御チャ
ンネルセグメントを使用して、ＷＴ・Ｄ１０１０から基地局１００２へと送信されるアッ
プリンク専用制御チャンネルセグメント信号を表す。矢印１５３２は、ＷＴ・Ｄ１０１０
に配分された一つのアップリンクトラヒックチャンネルセグメント（セグメント６)を使
用して、ＷＴ・Ｄ１０１０から基地局１００２へと送信されるアップリンクトラヒックチ
ャンネルセグメント信号を表す。
【０１１２】
　矢印１５３４は、図１２の二つの配分されたセグメント（セグメント１２２４、セグメ
ント１２２６）を使用して、基地局１００２から無線端末Ｅ１０１２へと送信されるダウ
ンリンク電力制御信号を表す。矢印１５３６は、二つの配分されたダウンリンクトラヒッ
クチャンネルセグメント（セグメント０およびセグメント５）を使用して、基地局１００
２から無線端末Ｅ１０１２へと送信されるダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント
信号を表す。矢印１５３８は、論理アップリンクトーン８３に対応する図１１のＷＴ・Ｅ
１０１２に配分された六つの専用制御チャンネルセグメントを使用して、ＷＴ・Ｅ１０１
２から基地局１００２へと送信されるアップリンク専用制御チャンネルセグメント信号を
表す。矢印１５４０は、ＷＴ・Ｅ１０１２に配分された二つのアップリンクトラヒックチ
ャンネルセグメント（セグメント３およびセグメント８)を使用して、ＷＴ・Ｅ１０１２
から基地局１００２へと送信されるアップリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を
表す。
【０１１３】
　矢印１５４２は、図１２の一つの配分されたセグメント（セグメント１２２８）を使用
して、基地局１００２から無線端末Ｆ１０１４へと送信されるダウンリンク電力制御信号
を表す。矢印１５５４は、一つの配分されたダウンリンクトラヒックチャンネルセグメン
ト（セグメント６）を使用して、基地局１００２から無線端末Ｆ１０１４へと送信される
ダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント信号を表す。矢印１５４６は、論理アップ
リンクトーン８３に対応する図１１のＷＴ・Ｆ１０１４に配分された三つの専用制御チャ
ンネルセグメントを使用して、ＷＴ・Ｆ１０１４から基地局１００２へと送信されるアッ
プリンク専用制御チャンネルセグメント信号を表す。矢印１５４８は、ＷＴ・Ｆ１０１４
に配分された一つのアップリンクトラヒックチャンネルセグメント（セグメント４)を使
用して、ＷＴ・Ｆ１０１４から基地局１００２へと送信されるアップリンクトラヒックチ
ャンネルセグメント信号を表す。
【０１１４】
　図１６は、種々の実施形態に従って、基地局を動作させる例示方法のフローチャート１
６００の図である。この例示的方法は、ステップ１６０２において開始され、ここでは基
地局に電源が投入され、初期化される。動作はステップ１６０２からステップ１６０４へ
と進む。ステップ１６０４において、該基地局はマルチパート資源割当てメッセージを通
信装置、例えばモバイルノードのような無線端末へと送信し、前記メッセージは割当てら
れる資源を同定する第一の部分、および前記通信装置に配分された前記資源の部分を指示
する第二の部分を含んでいる。幾つかの実施形態において、前記マルチパート資源割当て
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メッセージは状態遷移メッセージである。幾つかの実施例において、前記第一の部分は基
地局割当ての無線端末オン状態識別子であり、前記第二の部分は基地局割当ての温情多マ
スクである。幾つかの実施形態において、前記第一の部分は、第一のビット数、例えば、
１…３１の範囲の無線端末オン状態識別子を表すために使用される５ビットを含んでおり
、前記第二の部分は第二のビット数、例えば前記マスクを表すために使用される３ビット
を含んでいる。他の実施形態において、無線端末オン状態識別子を表すために使用される
５ビットは、３２の代替的割当てを表してよい。幾つかの斯かる実施形態において、前記
第二の部分は通信装置に配分された資源の小部分を指示する。幾つかの実施形態において
、該資源は一組の重ならない小部分を含んでおり、前記第二の部分はビットマスクであり
、前記第二の数は前記組における重ならない小部分の数に等しい。動作は、ステップ１６
０４からステップ１６０６へと進む。
【０１１５】
　幾つかの実施形態において、前記マスクにおける全てのビットが対応する非重なり部分
の割当を示すときには、前記通信装置は完全に割当てられた資源を配分される。例えば、
一つの例示的実施形態において、ビットマスク＝１１１であれば、これは前記通信装置が
、単一の論理的専用制御チャンネルアップリンクトーンに対応する専用制御チャンネルの
セグメントの各々を配分されることを意味する。
【０１１６】
　幾つかの実施形態では、前記完全に割当てられた資源は、一組のなかの前記重ならない
小部分の各々を含んでおり、前記配分された資源の残りの一部は、前記重ならない小部分
の何れにも含まれない。例えば、論理的専用制御チャンネルトーンの資源が、再帰チャン
ネル構造における１０のインデックシングされたセグメントのために利用されると考えよ
う。一つの実施形態において、該１０のセグメントは、各３セグメントの３組プラス残り
の１セグメントに分割されてよい。無線端末が、マスク値＝１１１を介して全体の資源を
割当てられるならば、該無線端末は前記１０のセグメントの各々を配分される。無線端末
ガマスク値００１を割当てられると、該無線端末はインデックシングされたセグメント（
０，３６）を配分される；無線端末ガマスク値０１０を割当てられれば、該無線端末はイ
ンデックシングされたセグメント（１４，７）を配分される；無線端末がマスク値１００
を割当てられれば、該無線端末はインデックシングされたセグメント（２，５，８）を配
分される。
【０１１７】
　幾つかの実施形態において、割当てられた資源はアップリンク通信資源を含んでいる。
幾つかの実施形態において、割当てられた資源はダウンリンク通信資源を含んでいる。幾
つかの実施形態において、割当てられた資源はアップリンク通信資源およびダウンリンク
通信資源の両方を含んでいる。例示的実施形態において、前記割当てられた資源は単一ト
ーン、例えば単一の論理トーンであり、また前記指示された部分は、前記トーンが前記通
信装置に配分される一連の時間帯を指示する。例えば、幾つかの実施形態において、単一
のトーンは前記基地局の専用制御チャンネル構造のために使用される一組の論理トーンに
由来する論理トーンであり、前記部分は該単一の論理トーンを使用する専用制御チャンネ
ルセグメントである。
【０１１８】
　ステップ１６０６において、基地局は少なくとも次の１つを実行する：（１）前記通信
装置から前記資源の配分された部分を使用して通信された信号を受信する；（２）前記資
源の配分された部分を使用して通信された信号を前記通信装置へと送信する。例えば、前
記資源の配分された部分がアップリンク専用制御チャンネルセグメントを含んでいれば、
基地局は前記資源の配分された部分を使用して、前記通信装置から通信された信号を受信
する。幾つかの斯かる場合に、受信された専用制御チャンネルセグメント信号は、前記通
信装置から送信された制御情報レポートを通信する。専用制御チャンネルセグメントによ
って通信される例示的な制御情報レポートは、例えば、アップリンクトラヒックチャンネ
ル要求レポート、干渉レポート、ＳＮＲレポート、ノイズレポート、および電力利用可能
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性レポートを含んでいる。
【０１１９】
　幾つかの実施形態において、動作はステップ１６０６からステップ１６０８へと進む。
ステップ１６０８において、基地局は、前記通信資源の配分された部分に含まれるダウン
リンク通信資源を使用して、前記通信装置を制御するために使用される制御指令を送信す
る。例えば、前記配分された資源が、アップリンクおよびダウンリンク通信資源の両方を
含んでいると考えよう。一つの実施形態において、ダウンリンク配分された通信資源は、
基地局が再帰ベースで電力制御指令を送信するために使用する電力制御チャンネルセグメ
ントを含んでいる。例えば、例示的な実施形態において、送信される電力制御指令は、予
め定められた量、ステップおよび／または利得調節によって、無線端末の送信電力レベル
を上昇または低下させるためのコマンドである。
【０１２０】
　ステップ１６０４、１６０６および／または１６０８の動作は、例えばオン状態動作に
おいて同時に動作される１以上の無線端末の各々について、基地局によって行われてよい
。幾つかの実施形態において、異なる割当てられたマスク値は、異なるレベルのオン状態
動作に対応し、例えば、オンマスク＝１１１はフルトーンフォーマットモードのオン状態
動作に対応し；オンマスク＝００１０１０または１００は、２／３分割トーンフォーマッ
トモードのオン状態動作に対応する。
【０１２１】
　種々の実施形態において，再帰アップリンクおよび／またはダウンリンクチャンネル構
造は基地局によって実現され、基地局および無線端末によって知られている。このような
実施形態において、ステップ１６０４は無線端末のために１回実行されてよく、例えば、
基地局は資源を再帰チャンネル構造で配分し、次いで、例えば資源配分が基地局によって
取消しおよび／または変更され、および／または無線端末がその基地局との接続を終了す
るまで、ステップ１６０６および／または１６０８が再帰ベースで反復される。例えば、
無線端末がオン状態からスリープ状態またはホールド状態に遷移したときに、資源は撤回
されてよい。再帰構造における資源配分のこのアプローチは、他のアプローチを凌駕して
、オーバーヘッド制御信号伝達を顕著に低減できることが理解されるべきである。
【０１２２】
　図１７は、無線端末を種々の実施形態に従って動作させる例示的方法のフローチャート
の図である。この例示的方法はステップ１７０２で開始し、ここでは無線端末が電源オン
されて初期化される。ステップ１７０２において、無線端末は、例えばその後にトラヒッ
クチャンネルセグメントを割当てられるように、オン状態動作において遷移されるように
要求するリクエストを基地局に送信してよい。動作はステップ１７０２からステップ１７
０４へと進む。
【０１２３】
　ステップ１７０４において、無線端末は、該無線端末に向けられたマルチパート資源割
当てメッセージを基地局から受信し、該メッセージは、前記割当てられる資源を同定する
第一の部分および前記無線端末に配分された資源の一部を指示する第二の部分を含んでい
る。例えば、幾つかの実施形態において、該マルチパート資源割当てメッセージは、オン
状態動作への状態遷移を支持する状態遷移メッセージである。幾つかの斯かる実施形態に
おいて、複数のオン状態動作、例えばフルトーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態
動作、１／３分割トーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態動作，および２／３分割
トーンフォーマットＤＣＣＨモードのオン状態動作がサポートされる。幾つかの実施形態
において、前記第一の部分は基地局割当ての無線端末オン状態識別子、例えば１…３１の
範囲の５ビット値を運び、各々の異なる値は、該チャンネル構造における異なる専用制御
チャンネルアップリンク論理トーンに関連している。幾つかの実施形態において、前記第
二の部分は無線端末オンマスク、例えばビットマスクを運び、該マスクの各ビットは割当
てられた資源の一部に関連している。動作はステップ１７０４からステップ１７０６へと
進む。
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【０１２４】
　ステップ１７０６において、無線端末は次のうちの少なくとも一つを実施する：（ｉ）
配分された資源を使用して信号を基地局へと送信する、例えば、配分された専用制御チャ
ンネルセグメントを使用して専用制御チャンネル信号を送信する；および（ｉｉ）前記資
源の配分された一部を使用して通信された前記無線端末を意図した信号を受信する、例え
ば、前記部先端待つに配分されたダウンリンク電力制御チャンネルセグメントを使用して
通信された無線端末電力制御コマンド信号を受信する。
【０１２５】
　幾つかの実施形態において、動作はステップ１７０６から１７０８へと進む。ステップ
１７０８において、無線端末は、前記通信資源に含まれるダウンリンク通信資源を使用し
て、前記無線端末を意図した制御指令を受信する。動作はステップ１７０８からステップ
１７１０へと進む。ステップ１７１０において、基地局は前記受信された制御指令を実施
する。例えば、状態遷移メッセージを介して通信された配分された資源が、アップリンク
およびダウンリンクの両方のセグメントを含んでおり、またステップ１７０６はアップリ
ンク専用制御チャンネルセグメントに適用されると考えよう。次いで、ステップ１７０８
はダウンリンク電力制御チャンネルセグメントに適用することができる。ステップ１７１
０において、無線端末はその送信電力レベルを調節して、基地局で標的受信電力を達成す
るために基地局によって閉ループ電力制御される、参照信号の送信電力レベルを調節する
ことができる。例えば、無線端末はステップ１７０８の情報に応答して、その専用制御チ
ャンネルセグメント信号の送信電力レベルを調節する。
【０１２６】
　幾つかの実施形態において、割当てられる資源は、マルチパートの割当てメッセージに
よって割当てられる資源には、アップリンク通信資源、例えば周波数資源が含まれる。例
えば、例示的実施形態において、割当てられる資源は単一のトーンであり、また指示され
た部分は前記トーンが無線端末に配分される一連の時間帯を指示する。例えば、図６を参
照して、割当てられた資源がインデックシングされた論理チャンネルアップリンクトーン
（８１…１１１）の組における３１のトーンのうちの一つであり、また指示された部分が
該トーンに対応する行において同定されたセグメントの幾つかまたは全部であると考えよ
う。
【０１２７】
　種々の実施形態において，マルチパート資源割当てメッセージの第一の部分は，第一の
ビット数を含み、またマルチパート資源割当てメッセージの第二の部分は第二のビット数
を含んでおり、該第二の部分は前記無線端末に配分された前記資源の小部分を指示する。
例えば、一つの例示的実施形態において、前記第二のビット数は３である。
【０１２８】
　幾つかの実施形態において、前記資源は一組の非重なりの小部分を含んでおり、前記第
二の部分はビットマスクであり、前記第二の数は前記組における非重なり小部分に等しい
。幾つかの斯かる実施形態において、前記ビットマスクにおける各ビットの値は、前記組
における非重なり小部分の一つの割当てまたは非割当てを示す。例えば、図６に関して、
例示的な第一の非重なり小部分は、トーン８１の資源およびビットマスク＝１の最下位ビ
ットに対応して、セグメント［１］［０］、セグメント［１］［３］およびセグメント［
１］［６］を含み；例示的な第二の非重なり小部分は、トーン８１の資源およびビットマ
スク＝１の２番目のビットに対応して、セグメント［１］［１］、セグメント［１］［４
］およびセグメント［１］［７］を含み；例示的な第三の非重なり小部分は、ビットマス
ク＝１の最上位ビットに対応して、セグメント［１］［２］、セグメント［１］［５］お
よびセグメント［１］［８］を含む。
【０１２９】
　幾つかの実施形態において、ビットマスクにおける全てのビットは対応する非重なり部
分の割当てを示し、無線端末は完全に割当てられた資源を配分される。例えば，図６に関
して、マルチパート資源メッセージの第一の部分によって同定される割当てられた資源が
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トーン８１を同定したと考えよう。マルチパート資源配分における割当てられたビットマ
スクが１１１に等しいとき、無線端末は完全な組のセグメント｛セグメント［１］［０］
，セグメント［１］［１］，セグメント［１］［２］，セグメント［１］［３］，セグメ
ント［１］［４］，セグメント［１］［５］，セグメント［１］［６］，セグメント［１
］［７］，セグメント［１］［８］｝を受信する。
【０１３０】
　幾つかの斯かる実施形態において、この完全な割当てられた資源は、前記組における非
重なり小部分の各々、および前記非重なり小部分の何れにも含まれない前記配分された資
源の残りの部分を含んでいる。図２０は、単一のアップリンク専用制御チャンネル論理ト
ーンの資源に対応して、３つの非重なり小部分を含む例示的実施形態の再帰専用制御チャ
ンネル構造を示しており、各々の非重なり小部分は３つの専用制御チャンネルセグメント
を含んであり、また残りの部分は１つの専用制御チャンネルセグメントを含んでいる。
【０１３１】
　種々の実施形態において、非重なり小部分は同じサイズである。例えば、各非重なり小
部分が３つのセグメントを含む図６を考えよう。
【０１３２】
　幾つかの実施形態において，配分された利ソースは、無線端末によって送信された制御
情報レポートを通信するための専用である。例えば、配分された資源は、種々のアップリ
ンク制御情報レポート、例えばアップリンクトラヒックチャンネル資源のためのアップリ
ンク要求レポート、ビーコン比率レポートンのような干渉レポート、ＳＮＲレポート、ノ
イズレポート、無線端末送信電力バックオフレポートのような電力レポート等を通信する
ために使用される再帰専用制御チャンネル構造におけるセグメントである。
【０１３３】
　図１８Ａ、図１８Ｂおよび図１８Ｃを含んでなる図１８は、種々の実施形態に従って基
地局を動作させる例示的方法のフローチャート１８００の図である。この例示方法はステ
ップ１８０２において開始し、ここでは基地局が電源オンされ、初期化される。動作は開
始ステップ１８０２からステップ１８０４へと進む。動作はまた、各アップリンク専用制
御チャンネルセグメントのための接続ノードＡ１８０６を介して、ステップ１８０２から
ステップ１８２４へと進む。加えて、動作は各ダウンリンク電力制御セグメント機会のた
めの接続ノードＢを介して、１８０２からステップ１８２８へと進む。動作はまた、各ト
ラヒックチャンネルセグメント機会のための接続ノードＣ１８０９を介して、ステップ１
８０２からステップ１８３６へと進む。
【０１３４】
　ステップ１８０４において、基地局は再帰ベースで、オン状態の動作に遷移されるべき
何れかの無線端末が存在するかどうかを決定する。オン状態の動作に遷移されるべき斯か
る各無線端末のために、動作はステップ１８０４からステップ１８１０へと進む。ステッ
プ１８１０において、基地局は無線端末オン状態識別子および対応するマスク値を、利用
可能な資源から無線端末に配分する。ステップ１８１０は、副ステップ１８１２、１８１
４、１８１６、１８１８および１８２０を含んでいる。副ステップ１８１２において、基
地局は、無線端末が、フルトーンフォーマット専用制御チャンネルオン状態動作、１／３
分割トーンフォーマットモードの専用制御チャンネルオン状態動作、または２／３分割ト
ーンフォーマットモードの専用制御チャンネルオン状態動作において遷移されるべきかど
うかを決定する。ステップ１８１２において遷移がフルトーンモードであるべきことが決
定されれば、動作はステップ１８１２から１８１４へと進み；ステップ１８１２において
遷移が１／３分割トーンモードであるべきことが決定されれば、動作はステップ１８１２
から１８１６に進み；ステップ１８１２において遷移が２／３分割トーンモードであるべ
きことが決定されれば、動作はステップ１８１２から１８１８へと進む。
【０１３５】
　副ステップ１８１４において、基地局は無線端末に、無線端末オン状態識別子およびオ
ンマスク値＝１１１を配分する。或いは、副ステップ１８１６において、基地局は無線端
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末に、無線端末オン状態識別子および００１、０１０および１００のうちの一つであるオ
ンマスク値を割当てる。或いは、副ステップ１８１８において、基地局は無線端末に、無
線端末オン状態識別子、並びに０１１，１１０および１１０のうちの一つであるオンマス
ク値を割当てる。動作は副ステップ１８１４、１８１６および１４１８の一つから副ステ
ップ１８２０へと進む。
【０１３６】
　副ステップ１８２０において、基地局は、前記無線端末オン状態識別子および前記オン
マスク値を通信する情報を含む、状態遷移メッセージを発生する。動作はステップ１８１
０からステップ１８２０へと進む。ステップ１８２２において、基地局は、該発生された
状態遷移メッセージを前記無線端末へと送信する。
【０１３７】
　先に述べたように、動作は、各アップリンク専用制御チャンネルセグメントのための接
続ノードＡ１８０６を介して、ステップ１８０２からステップ１８２４へと進む。ステッ
プ１８２４において、基地局は専用制御チャンネルセグメント信号を受信する。動作は、
ステップ１８２４からステップ１８２６へと進む。ステップ１８２６において、もし無線
端末が専用制御チャンネルセグメントを配分されてしまっていれば、基地局は保存された
チャンネル構造情報および資源配分情報を使用して、前記受信された専用制御チャンネル
セグメント信号を無線端末に関連させる。
【０１３８】
　先に説明したように、動作は、各ダウンリンク電力制御セグメント機会について、接続
ノードＢ１８２８を介してステップ１８０２からステップ１８０８へと進む。ステップ１
８２８において、基地局は、保存されたチャンネル構造情報および資源配分情報を使用し
て、前記電力制御セグメントが無線端末と現在関連付けられているかどうかを決定し、そ
れが無線端末と関連付けられていれば、基地局は該無線端末のアイデンティティーを決定
する。動作は、ステップ１８２８からステップ１８３０へと進む。ステップ１８３０にお
いて、基地局は、前記同定された無線端末の送信電力レベルを制御するために使用される
ように、前記同定された無線端末へと通信されるべき電力制御コマンドを決定する。動作
は、ステップ１８３０からステップ１８３２へと進む。ステップ１８３２において、基地
局は電力制御コマンドセグメント信号を発生し、次いでステップ１８３４において、基地
局は該発生された電力制御コマンド信号を送信する。
【０１３９】
　先に述べたように、各トラヒックチャンネルセグメント機会のための接続ノードＣ１８
０９を介して、動作はステップ１８０２からステップ１８３６へと進む。ステップ１８３
６において、基地局は保存されたチャンネル構造情報および資源配分情報を使用して、該
トラヒックチャンネルセグメントを割当てられることができる一組の無線端末を決定する
。動作はステップ１８３６からステップ１８３８へと進む。ステップ１８３８において、
基地局は任意に、該トラヒックチャンネルセグメントを割当てられるべき無線端末を選択
する。動作はステップ１８３８からステップ１８４０へと進む。ステップ１８４０におい
て、基地局は、該セグメントが割当てられるべきかどうかを決定する。該セグメントが割
当てられるべきであれば、動作はステップ１８４０からステップ１８４２へと進み、そう
でなければ、基地局は割当てに関して停止する。
【０１４０】
　ステップ１８４２において、基地局は当該選択を運ぶ割当て情報、例えば無線端末オン
状態識別子、および幾つかの割当てについてはマスク識別子を決定する。このマスク識別
子、例えば単一のビット値は、幾つかの実施形態において、異なるマスク、例えば該セグ
メントに関連し得るＸＸ１または１ＸＸの間を識別するために使用される。動作はステッ
プ１８４２からステップ１８４４へと進む。
【０１４１】
　ステップ１８４４において、基地局は前記割当て情報をトラヒック制御チャンネルメッ
セージの中に組込む。動作はステップ１８４４から、基地局が該トラヒック制御チャンネ
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ルメッセージを送信するステップ１８４６へと進む。例示的実施形態において、トラヒッ
ク制御チャンネルメッセージを含めた対応するトラヒックチャンネルセグメントのための
割当てスロットは、該メッセージの中の予め定められた位置を有しており、また該メッセ
ージは、対応するトラヒックチャンネルセグメントに関して再帰チャンネル構造の中に予
め定められた位置を有しており、従って、何れのトラヒックチャンネルセグメントが割当
てられるかを同定する情報の割当てメッセージにおける必要性を排除する。
【０１４２】
　動作はステップ１８４６からステップ１８４８へと進む。ステップ１８４８において、
基地局は、割当てられたセグメントが、アップリンクまたはダウンリンクのトラヒックチ
ャンネルセグメントであったかを決定する。割当てられたセグメントがアップリンクトラ
ヒックチャンネル背グ塩とであったならば、動作はステップ１８４８からステップ１８５
０へと進む；割当てられたセグメントがダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントで
あったならば、動作はステップ１８４８からステップ１８５２へと進む。
【０１４３】
　ステップ１８５０において、基地局は、該割当てられたセグメントに対応するトラヒッ
クチャンネルセグメント信号を受信する。動作はステップ１８５０からステップ１８５４
へと進む。ステップ１８５４において、基地局は、この受信されたアップリンクトラヒッ
クチャンネルセグメント信号を前記選択された無線端末に関連付ける。
【０１４４】
　ステップ１８５２において、基地局は、当該割当てに対応するダウンリンクトラヒック
チャンネルセグメントにおいて通信されるべき選択された無線端末を意図した、ダウンリ
ンクトラヒックチャンネルセグメント信号を発生する。動作はステップ１８５２からステ
ップ１８５６へと進む。ステップ１８５６において、基地局は、該発生されたトラヒック
チャンネルセグメント信号を送信する。
【０１４５】
　図１９Ａおよび 図１９Ｂを含んでなる図１９は、種々の例示的実施形態に従うフロー
チャート９００である。動作はステップ１９０２において開始し、そこでは無線端末が電
源オンされ、初期化される。ステップ１９０２において、無線端末は、例えば該無線端末
がトラヒックチャンネルセグメントを割当てられ得るように、基地局が該無線端末をオン
状態の動作に遷移させることを要求する。動作はステップ１９０２からステップ１９０４
へと進む。
【０１４６】
　ステップ１９０４において、無線端末は、基地局割当ての無線端末オン状態識別子およ
び対応する無線端末オンマスクを含む、無線端末に向けられた状態遷移メッセージを受信
する。動作はステップ１９０４からステップ１９０６およびステップ１９０８へと進む。
ステップ１９０８において、無線端末は、受信された基地局割当ての無線端末オン状態識
別子、例えば１…３１の範囲の５ビット値、および対応するマスク、例えば００１０１０
、１００、１１０、１０１０１１、および１１１の一つである３ビット値を保存する。ス
テップ１９０８において、無線端末は無線端末動作のモード、例えば、前記受信されたマ
スク値の関数として、フルトーンフォーマット モード、１／３分割トーンフォーマット
モード、または２／３分割トーンフォーマットモードを決定する。例えば，一つの例示的
実施形態において、ビットマスク値パターン＝１１１は、フルトーンフォーマットモード
のオン状態動作に対応し、また高レベルの資源割当てを表す第一のレベルのオン状態動作
を表す；１１０、１０１、および０１１のビットマスクパターンは、中間レベルの資源割
当てを表す２／３分割トーンフォーマットモードのオン状態動作に対応する；また、ビッ
トマスクパターン００１、０１０および１００は、低レベルの資源配分を表す１／３分割
トーンフォーマットモードのオン状態動作に対応する。
【０１４７】
　動作はステップ１９０６からステップ１９１０へと進む。ステップ１９１０において、
無線端末は、保存されたチャンネル構造情報を使用して、前記受信された無線端末オン状
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態識別子および対応するマスクに関連した資源を決定する。該資源には、例えばアップリ
ンク専用制御チャンネルセグメン、 ダウンリンク無線端末電力制御チャンネルセグメン
ト、および潜在的なダウンリンクトラヒック制御チャンネルセグメン、および対応する潜
在的なアップリンクおよび／またはダウンリンクトラヒックチャンネルセグメントが含ま
れる。
【０１４８】
　当該無線端末に配分されることが決定された各アップリンク専用制御チャンネルセグメ
ントについて、動作はステップ１９１０からステップ１９１２へと進む。当該無線端末に
配分されることが決定された各ダウンリンク無線端末電力制御チャンネルセグメントにつ
いて、動作はステップ１９１０からステップ１９１６へと進む。当該無線端末に向けられ
てよいと当該無線端末が決定する各潜在的なトラヒックチャンネル割当て機会について、
動作は、ステップ１９１０から接続ノードＡ１９２２を介してステップ１９２４へと進む
。
【０１４９】
　ステップ１９１２において、無線端末は、１以上の制御情報レポートに対応する情報を
、専用制御チャンネルセグメン信号に符号化する。動作はステップ１９１２からステップ
１９１４へと進む。ステップ１９１４において、当該無線端末は、専用制御チャンネルセ
グメントを使用して該専用制御チャンネルセグメント信号を送信する。
【０１５０】
　ステップ１９１６において、無線端末は、ダウンリンク無線端末電力制御セグメントを
使用して通信された信号を受信する。動作はステップ１９１６からステップ１９１８へと
進み、そこでは無線端末が、ステップ１９１６の受信された信号を介して通信される電力
制御コマンドを決定する。次いで、ステップ１９２０において、当該無線端末は、前記決
定された制御コマンドに従って、その送信電力レベルを調節する。
【０１５１】
　１９２４において、当該無線端末は、無線端末オン状態識別子および幾つかの割当てに
ついてはマスク識別子を含む割当て信号情報を受信する。動作はステップ１９２４からス
テップ１９２６へと進む。ステップ１９２６において、当該無線端末は、前記受信された
割当てが当該無線端末に向けられるかどうかを決定し、次いでステップ１９２８において
、動作はステップ１９２６の決定に基づいて進行する。もし、無線端末が該セグメントを
割当てられることを決定すれば、動作はステップ１９２８からステップ１９３０へと進み
；そうでなければ動作はステップ１９３２に向けられ、そこでは、それが当該割当ての意
図したレシピエントではないので、無線端末は該割当てに関する動作を停止する。
【０１５２】
　ステップ１９３０において、無線端末は、割当てられたセグメントがダウンリンクトラ
ヒックチャンネルセグメントであるか、またはアップリンクトラヒックチャンネルセグメ
ントであるかを決定する。割当てられたセグメントが ダウンリンクトラヒックチャンネ
ルセグメントであれば、動作はステップ１９３０からステップ１９３４へと進み；割当て
られたセグメントがアップリンクトラヒックチャンネルセグメントであれば、動作はステ
ップ１９３０からステップ１９３８へと進む。
【０１５３】
　ステップ１９３４において、該無線端末は、該割当てされたセグメントに対応するトラ
ヒックチャンネル信号を受信する。次いでステップ１９３６において、無線端末は、受信
されたダウンリンクトラヒックチャンネルセグメント信号によって通信された情報を復旧
する。
【０１５４】
　ステップ１９３８において、無線端末は、当該割当てに対応するアップリンクトラヒッ
クチャンネルセグメントにおいて通信されるべきアップリンクトラヒックチャンネルセグ
メント信号を発生する。次いで、ステップ１９４０において、無線端末は割当てられたセ
グメントを使用して、この発生されたトラヒックチャンネルセグメント信号を送信する。
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【０１５５】
　図２０は、再帰構造の例示的専用制御チャンネルセグメントを示す図２０００である。
図２０００の例示的 専用制御チャンネルセグメントは、図５のアップリンクチャンネル
構造５０1の専用制御チャンネルセグメント５１０であってよい。縦軸２００２は、当該
専用制御チャンネルのための論理アップリンクトーンインデックスを表すのに対して、横
軸２００４は、再帰アップリンクタイミング構造内のＯＦＤＭシンボルインデックシング
を表す。この例において、各専用制御チャンネルセグメントは、複数のＯＦＤＭシンボル
送信時間帯、例えば２１のＯＦＤＭシンボル送信時間帯について一つの論理アップリンク
トーンを使用する。この例示的実施形態には、専用制御チャンネルによって使用される３
１の論理チャンネルアップリンクトーンが存在する（基地局割当ての無線端末オン状態識
別子＝００００１に対応するインデックス＝８１：２６０６を備えたトーン、基地局割当
ての無線端末オン状態識別子＝０００１０に対応するインデックス＝8２：２６０８を備
えたトーン、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１に対応するインデック
ス＝8３：２６０９を備えたトーン、…、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝１１
１１１に対応するインデックス＝１１１：２６１０を備えたトーン）。最初の縦列２０１
２は、再帰構造におおける第一の組の３１の専用制御チャンネル索引付きセグメントを同
定し、この３１のトーンの各々に関連した一つのセグメントが専用制御チャンネルによっ
て使用される。同様に、縦列（２０１４、２０１６、２０１８、２０２０、２０２２、２
０２４、２０２６、２０２８、２０２9）は、再帰チャンネル構造における追加の組のイ
ンデックシングされたセグメントを同定する。この例において、各専用制御チャンネルセ
グメントはｓｅｇ［ｉ］［ｊ］によって同定され、ここでのｉは１…３１の範囲の整数で
あり、ｊは０…９の範囲の整数である。ｉの値は、専用制御チャンネルトーンおよび基地
局割当ての無線端末オン状態識別子を同定し、ｊの値は、再帰タイミング構造内の相対的
な時間位置を同定する。図２０にはまた、専用制御チャンネルセグメントを表す各ボック
スの中に、当該セグメントに対応する無線端末オン状態マスクビットを同定する三つのビ
ットパターンが存在する。この例において、列２０１２、２０１８、および２０２４のセ
グメントは、ビットマスクパターンＸＸ１に関連し；列２０１４、２０２０、および２０
２６のセグメントは、ビットマスクパターンＸ１Ｘに関連し；列２０１６、２０２２、お
よび２０２８のセグメントは、ビットマスクパターン１ＸＸに関連し、ここでのＸは「気
にするな条件」である。列２０２９のセグメントはビットマスク＝１１１に関連している
。
【０１５６】
　例えば、例示的専用制御チャンネルセグメント［３］［０］２０３０は、論理アップリ
ンクトーン８３、基地局割当ての無線端末オン状態識別子＝０００１１（３）に対応し、
またｗｔオンマスクセッティング ＸＸ１に対応し、ここでのＸは「気にするな条件」を
表す。従って、基地局オン状態識別子＝０００１１および１１１、００１、０１１の何れ
か一つに等しい対応するマスク値を割当てられる無線端末は、当該専用チャンネルセグメ
ントを使用するために現在配分されている無線端末である。この例を用いて続けると、例
示的な専用制御チャンネルセグメント［３１］［１］２０３２は、論理アップリンクトー
ン１１１、基地局割当ての無線端末識別子＝１１１１１（３１）に対応し、またｗｔオン
マスクセッティングＸ１Ｘに対応する。従って、基地局オン状態識別子＝１１１１１、並
びに１１１，０１０，０１１の何れか一つに等しいマスク値を割当てられる無線端末は、
当該専用制御チャンネルセグメントを使用するために現在割当てられている無線端末であ
る。この例を用いて続けると、例示的な専用制御チャンネルセグメント［１］［２］２０
３４は論理アップリンクトーン８１、基地局割当ての無線端末 識別子＝００００１（１
）に対応し、またｗｔオンマスクセッティング１ＸＸに対応する。従って、基地局オン状
態識別子＝００００１、並びに１１１、１００，１１０および１０１の何れか一つに等し
いマスクを割当てられる無線端末は、該専用制御チャンネルセグメントを使用するために
現在配分されている無線端末である。各々の与えられた専用制御チャンネルセグメントに
ついて、せいぜい一つの無線端末が、基地局および無線端末の両者に知られた予め定めら
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れたチャンネル構造情報、並びに例えば以前に通信された状態遷移メッセージにおける無
線端末識別子およびｗｔオンマスクの基地局割当てに従って、該セグメントを配分される
。
【０１５７】
　幾つかの実施形態において、再帰構造における専用制御チャンネル論理チャンネルトー
ンに対応する専用制御チャンネルセグメント、例えば１０のセグメントの各々を配分され
る無線端末は、時にはフルトーンフォーマット専用制御チャンネルモードのオン状態動作
にコマンドされるものとして記述され；再帰構造における専用制御チャンネル論理チャン
ネルトーンに対応する専用制御チャンネルセグメント、例えば１０セグメントのうちの３
つに対応する約１／３の専用制御チャンネルセグメントを配分された無線端末は、時には
、１／３分割トーンフォーマット専用制御チャンネルモードのオン状態動作にコマンドさ
れるものとして記述され；再帰構造における専用制御チャンネル論理チャンネルトーンに
対応する専用制御チャンネルセグメント、例えば１０セグメントのうちの６つに対応する
約２／３の専用制御チャンネルセグメントを配分された無線端末は、時には、２／３ 分
割トーンフォーマット専用制御チャンネルモードのオン状態動作にコマンドされるものと
して記述される。
【０１５８】
　チャンネル構造の多くの変形例が、種々の実施形態に従って可能である。例えば，一つ
の例示的な実施形態において、再帰アップリンクチャンネル構造は、専用制御チャンネル
論理アップリンクトーンに対応して、４０のインデックシングされた専用制御チャンネル
セグメントを含んでいる。幾つかの斯かる実施形態において、フルトーンフォーマットで
は、無線端末は４０のセグメントの全てを配分され、１／３分割トーンフォーマットでは
、無線端末は非重なりの一組の１３セグメントを配分される。
【０１５９】
　種々の実施形態の技術は、ソフトウエア、ハードウエアおよび／またはソフトウエアと
ハードウエアの組合せを使用して実施されてよい。種々の実施形態は装置、例えばモバイ
ル端末のようなモバイルノード、基地局、通信システムに向けられる。種々の実施形態は
また方法、例えば、モバイルノード、基地局および／または通信システム、例えばホスト
を制御および／または動作させる方法に向けられている。種々の実施形態はまた、方法の
１以上のステップを実施するように機械を制御するための機会読取り可能な命令を含んだ
機械読み取り可能な媒体、例えばＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ、ハードディスク等に向けられる
。
【０１６０】
　種々の実施形態において、ここに記載したノードは、１以上の方法に対応するステップ
、例えば信号処理ステップ、メッセージ発生ステップおよび／または送信ステップを実施
するための１以上のモジュールを使用して実施される。従って、幾つかの実施形態におい
て、種々の特徴はモジュールを使用して実施される。このようなモジュールは、ソフトウ
エア、ハードウエア、またはソフトウエアとハードウエアの組合せを使用して実施されて
よい。
【０１６１】
　多くの上記方法または方法ステップは、メモリー装置、例えばＲＡＭ、フロッピー（登
録商標）ディスク等のような機械読取り可能な媒体に含められた、例えば汎用コンピュー
タを制御するためのソフトウエアのような機械で実行可能な命令を使用し、追加のハード
ディスクを用いて、または用いずに実行して、上記方法の全部または一部を例えば１以上
のノードにおいて実行することができる。従って、なかでも種々の実施形態は、機械、例
えばプロセッサおよび関連のハードウエアに１以上のステップを実行させるための機械読
取り可能な命令を含む、機械読取り可能な媒体に向けられている。
【０１６２】
　ＯＦＤＭシステムに関連して説明したが、少なくとも幾つかの方法および装置は、多く
の非ＯＦＤＭシステムおよび／または非セルラーシステムを含む広範な通信システムに適
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【０１６３】
　上記説明を考慮すれば、多くの追加の変形例が当業者には明らかであろう。このような
変形例は本発明の範囲内にあるとみなされるべきである。当該方法および装置は、種々の
実施形態において、ＣＤＭＡ、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、および／またはアク
セスノードとモバイルノードの間で無線通信リンクを提供するために使用し得る種々の他
のタイプの通信技術と共に使用されてよい。幾つかの実施形態において、該アクセスノー
ドは、ＯＦＤＭおよび／またはＣＤＭＡを使用してモバイルノードとの通信リンクを樹立
する基地局として実施される。種々の実施形態において、モバイルノードは、当該方法を
実施するための受信機／送信機回路、並びに論理および／またはルーチンを含む、ノート
ブックコンピュータ、パーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）または他の携帯装置とし
て実施される。

【図１】 【図２】
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